
印
刷

／
敷

島
印

刷
株

式
会

社
印

刷
／

シ
モ

ダ
印

刷
株

式
会

社
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菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭　図

旭志公民館
旭志図書館

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

七多セ七多セ七多セ

菊市所 菊池市役所本庁舎
七支所 七城支所

七城多目的研修センター
七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志支所

七多セ
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後
記

▼
旭
志
小
４
年
生
の
水
生
生
物
調

査
取
材
。
寒
さ
も
何
の
そ
の
、
元

気
に
川
に
入
っ
て
い
く
子
ど
も
た

ち
を
見
て
菊
池
の
未
来
は
明
る
い

と
勝
手
に
実
感
。
頑
張
っ
て
見
つ

け
た
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
誇
ら
し
げ

に
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
幼
虫
の

生
育
に
地
域
の
支
え
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
夏
も
幻
想
的
な
光
が
見
れ

ま
す
よ
う
に
。　

         　
吉
良

▼
爽
や
か
な
笑
顔
に
華
や
か
な
服

装
。
現
代
の
若
者
像
を
勝
手
に
描

い
て
い
た
ボ
ク
シ
ン
グ
の
森
武
蔵

選
手
で
す
が
、
取
材
し
て
み
る
と

印
象
が
一
変
。
幼
少
期
か
ら
節
制

し
、
ボ
ク
シ
ン
グ
に
人
生
を
賭
け

る
姿
は
、
古
武
士
の
よ
う
な
凄
み

を
感
じ
ま
し
た
。
菊
池
か
ら
世
界

へ
飛
び
立
つ
森
選
手
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
伊
藤

▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
怒
涛
の
よ
う
な
昨

年
と
口
内
炎
を
乗
り
切
っ
た
今
林

で
す
。
昨
年
は
慌
て
た
り
愚
痴
っ

た
り
怒
っ
た
り
、
と
ま
ど
い
も
多

か
っ
た
一
年
で
し
た
。
今
年
は
心

に
余
裕
を
持
ち
、
落
ち
着
い
て
、

計
画
的
に
物
事
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　

   

今
林

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
12/30 12/31 1元旦

◆第47回旭志元旦
マラソン大会 9：30～ 

（受付）旭志支所駐車場

2 3 4
■市役所仕事始め

5
●お正月おはなし会⑲
10：30～菊中図
●琴の演奏⑲
14：00～15：00菊中図

6 7 8
■年金出張相談
9：30～15：00（要予約）
菊市所健康推進課
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家
■菊池市商工会新春
講演会・賀詞交歓会� 
１６：０0～菊池笹乃家

9
■弁護士相談　
9：00～正午（要予約）
七多セ  総務課
■行政無料相談
10：00～正午
七多セ  総務課
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗支所
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００菊市所市民課

10
■母子手帳アプリ
母子モ「きくちっこ」
提供開始�
◆未就学児のための
すくすく講座�
10：30～11：30児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家
■認知症アドバイザー
養成講座 18：30～
20：30菊市所

11 12
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
のおはなし会
11：00～泗　図

13
◆水迫地区
新春どんどや�
８：４５～
旧水源北小学校跡
◆菊池市成人式
10：30～ 菊文館

14 成人の日 15
●育児相談
9：30～10：30西部セ

16
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００菊市所市民課

17
◆未就学児のための
すくすく講座� 
10：30～11：30児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ
■認知症アドバイザー
養成講座 18：30～
20：00菊市所

18 19
●古文書・古写真受け
入れ日
9：00～17：00菊中図
●中央おはなし会
10：30～菊中図
●旭志おはなし会
13：30～旭　図
●古典を楽しむ会
14：00～泗　図

●英語おはなし会
14：00～菊中図

20
◆消防団出初式
８：００～
菊池市総合グラウンド
●南極クラス⑲
１3：30～15：30
菊中図
●おたのしみ会
14：00～泗　図
◆新垣隆
ピアノコンサート　
１３：３０～菊文館

21
●育児教室
9：30～10：00西部セ

22
■年金出張相談
9：30～15：00（要予約）
菊市所健康推進課
●七城おはなし会
11：00～七　図
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ
■もの忘れ相談会�　
13：30～16：０0菊市所
■男女共同参画専門委
員相談�
13：30～16：30菊市所

23
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
旭　公総務課
■行政無料相談
10：00～正午旭　公
総務課
●赤ちゃんおはなし会
10：30～菊中図
●３歳児健診
13：10～13：30（受付）
菊文館
■認知症介護家族の
つどい�　１３：３０～
１５：３0菊老福

24
◆未就学児のための
すくすく講座�
10：30～11：30児童セ
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗支所
■認知症アドバイザー
養成講座 18：30～
20：00菊市所

25
●おはなしの部屋
11：00～泗　図
●３歳児健診
13：10～13：30（受付）
菊文館
■納税相談夜間窓口
� ～31日まで
～20：00菊市所

26
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会の
おはなし会
11：00～泗　図

■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００菊市所市民課

27
◆菊池市民吹奏楽団
定期演奏会ファミリー
コンサート2019�　
14：00～菊文館

28 29
●２歳６カ月児歯科健
診　13：10～13：40

（受付）菊文館

30
■窓口延長（各種証明
書の発行）
毎週㈬ ～２０：００
菊市所市民課

31
◆未就学児のための
すくすく講座�
10：30～11：30児童セ
■認知症アドバイザー
養成講座 18：30～
20：30菊市所

2/1 2/2

2/3
●キクロス製作所
⑲13：00～1６：３0　
菊中公

2/4
◆献血⑰
９：30～1６：０0菊市所

2/5 2/6
◆新米ママの子育て
おしゃべり講座�
1４：０0～１６：００
菊中公　

2/7 2/8 2/9
■相続登記相談会�　
1０：０0～１５：０0菊中公

January.2019
vol.190

情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

菊池人
森武蔵さん

フォトリポート
菊池市生涯学習センター１周年記念イベント
菊人形・菊まつり
中央図書館１周年感謝祭

人もまちも笑顔に
新年のごあいさつ



市民から信頼される
　　　　議会を目指して

「健康づくり」で
　　　人もまちも笑顔に

菊池市議会議長　柁
かじ　わら

原　賢
けん　いち

一 菊池市長　江
え

頭
がしら

　実
みのる

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
平
成

元
号
最
後
の
大
き
な
節
目
の
年
と
な

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
例
年
と
は
違
っ
た
感
慨

で
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
一
年
を
表
す
漢
字
に「
災
」

の
字
が
選
ば
れ
る
ほ
ど
、
全
国
各
地

で
台
風
や
大
地
震
な
ど
が
相
次
ぎ
大

き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
幸
い
、
本
市
に
お
い
て
は
大
き

な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

従
来
の
知
見
で
は
予
測
し
が
た
い
異

常
気
象
が
続
き
、
備
え
の
重
要
性
を

更
に
痛
感
し
た
一
年
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
も
、
本
市
は
熊
本

地
震
か
ら
の
復
旧
を
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
菊
池
渓
谷

が
２
年
ぶ
り
に
再
開
で
き
た
の
は
う

れ
し
く
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

工
事
関
係
者
の
ご
尽
力
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
復
興
へ
と
進
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
、
大
き
な
発
信
に
つ
な
が
っ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
年
初
に
は

菊
池
白
龍
が
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催

さ
れ
た
ふ
る
さ
と
祭
り
に
お
い
て
、

青
森
ね
ぶ
た
・
よ
さ
こ
い
祭
り
な
ど

と
並
ん
で
演
舞
を
披
露
し
、
大
喝
采

を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
に
は
大

手
週
刊
誌
で
『
食
の
楽
園
・
菊
池
』

と
題
し
た
大
特
集
が
組
ま
れ
、
本
市

の
食
の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は

う
れ
し
い
驚
き
で
し
た
。

　
今
年
は
、
本
市
に
と
っ
て
い
く
つ

か
の
重
要
な
区
切
り
を
迎
え
ま
す
。

一
つ
は
、
市
庁
舎
建
設
事
業
が
駐
車

場
や
外
構
な
ど
の
整
備
を
も
っ
て
全

て
完
了
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
広
場

の
整
備
も
春
に
は
完
成
の
予
定
で
、

市
民
や
観
光
客
の
皆
さ
ま
の
交
流
と

賑
わ
い
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
特
に
本
年
は
菊
池
武

光
公
生
誕
７
０
０
周
年
。
広
場
の
活

用
と
と
も
に
九
州
内
の
関
係
自
治
体

と
連
携
し
、
菊
池
一
族
ゆ
か
り
の
史

跡
や
文
物
・
伝
統
行
事
な
ど
を
つ
な

ぐ
広
域
の
歴
史
街
道
作
り
に
着
手
し

ま
す
。そ
の
他
、数
年
来
の
懸
案
だ
っ

た
旧
迫
水
小
学
校
跡
も
民
間
へ
の
売

却
が
完
了
し
、
今
後
新
た
な
観
光
牧

場
を
目
指
し
て
整
備
が
進
む
予
定
で

す
。
ま
た
、
菊
池
渓
谷
の
入
口
に
あ

る
渓
谷
館
の
建
て
直
し
や
遊
歩
道
の

本
格
的
な
整
備
を
始
め
、
さ
ら
な
る

魅
力
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
全
て
「
菊

池
フ
ァ
ン
」
や
「
関
係
人
口
」
を
増

や
す
こ
と
で
、
収
入
増
に
つ
な
げ
経

済
を
活
性
化
し
て
市
政
発
展
の
原
動

力
と
す
る
た
め
で
す
。
国
際
的
な
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
集
中
す
る
本
年
は
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
一
方
行
財
政

改
革
面
で
は
、
情
報
通
信
機
器
の
活

用
に
よ
る
市
業
務
の
効
率
化
を
進
め

る
ほ
か
、
合
併
の
狙
い
の
一
つ
で
あ

る
公
共
施
設
や
補
助
金
の
見
直
し
を

引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
幸

い
、
本
市
財
政
の
現
状
は
比
較
的
健

康
体
で
す
が
、
公
共
施
設
な
ど
は
少

し
メ
タ
ボ
の
状
態
で
す
。
少
子
高
齢

化
の
進
展
を
見
据
え
、
今
の
う
ち
に

筋
肉
質
な
財
務
体
質
に
変
え
て
い
く

こ
と
は
、
未
来
の
世
代
に
対
す
る
私

た
ち
の
責
務
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。ま
た
本
年
も
引
き
続
き
、

市
民
の
「
健
康
づ
く
り
」
を
積
極
的

に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
心
身

と
も
に
健
や
か
で
、
笑
顔
と
幸
せ
に

あ
ふ
れ
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
31
年　
元
旦

菊
池
市
長　
江
頭　
実

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
戦
後
74
年
の

年
月
が
流
れ
、
元
号
も
昭
和
か
ら
平

成
へ
と
変
わ
り
、
今
年
5
月
に
は
新

し
い
元
号
を
迎
え
ま
す
。
平
成
と
い

う
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

日
本
に
と
っ
て
は
戦
争
の
な
い
平
和

な
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
世
界
の
一
部
地
域
で
は
い
ま

だ
に
戦
争
や
紛
争
が
続
き
、
多
く
の

難
民
が
生
ま
れ
、
飢
え
に
苦
し
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。
我
々
は
先
人
に
学
び
、

戦
争
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
肝
に
銘

じ
、
新
し
い
元
号
を
迎
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
昨
年
は
北
陸
地
方
で
の
記
録
的
な

大
雪
に
始
ま
り
、
7
月
の
豪
雨
や
相

次
ぐ
台
風
の
上
陸
、
そ
し
て
大
阪
府

や
北
海
道
で
の
地
震
な
ど
、
度
重
な

る
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
１
年
で
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
熊
本
地
震
か
ら
の
復

旧
復
興
も
徐
々
に
進
ん
で
は
お
り
ま

す
が
、
い
ま
だ
百
人
以
上
の
方
々
が

み
な
し
仮
設
住
宅
に
て
生
活
さ
れ
て

い
ま
す
。
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
熊

本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
特
別
委

員
会
を
継
続
し
て
設
置
し
、
行
政
と

一
体
と
な
っ
て
復
旧
復
興
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
3
月
末
に
は
2
年
ぶ

り
に
菊
池
渓
谷
が
オ
ー
プ
ン
し
、
観

光
客
数
も
地
震
前
の
20
万
人
台
に
回

復
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
菊
池
の

観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
く

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
キ
ク
ロ
ス
）
の
図
書
館
来
館

者
数
は
８
月
に
早
く
も
10
万
人
を
突

破
し
、
多
く
の
学
生
や
市
民
の
皆
さ

ま
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。
３
月
に
は
菊
池
市
民
広

場
の
再
整
備
工
事
も
完
了
し
、
駐
車

場
な
ど
で
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
た

本
庁
舎
の
周
辺
工
事
も
完
了
す
る
予

定
で
す
。
今
後
は
、
支
所
等
整
備
計

画
に
基
づ
く
各
支
所
の
改
築
、
改
修

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
庁
・
支
所

と
も
に
充
実
し
た
、
市
民
が
利
用
し

や
す
い
庁
舎
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
例
年
に
は
な
い
取
り
組
み
と
し
て
、

昨
年
、
議
会
報
告
会
の
他
に
各
種
団

体
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
会
へ
の
若
者
の
参
加
が
少
な
い

こ
と
を
受
け
、
消
防
団
や
Ｊ
Ｃ
、
Ｊ

Ａ
青
壮
年
部
、
白
龍
会
、
商
工
会
青

年
部
、
青
年
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
と
い
っ
た
７
つ
の
団
体
の
方
々
と
、

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で
行
い
ま
し

た
。
団
体
の
要
望
や
、
議
員
定
数
な

ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
有
意
義
な

意
見
交
換
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
保
護

者
会
な
ど
、
女
性
が
多
く
加
入
す
る

団
体
と
の
意
見
交
換
会
も
開
催
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
い
世
代
へ
の
議
会
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
昨
年
、
主
権
者
教
育
の

一
環
と
し
て
議
員
５
人
に
よ
る
菊
池

高
校
１
年
生
へ
の
出
前
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
菊
高
生
の
議
会
傍
聴

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
、
市
政
に
反

映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
開
か
れ
た
政
治
、
信
頼
さ
れ
る
政

治
の
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。

何
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
自
問
自

答
し
な
が
ら
、
議
員
一
同
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
の
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
平
成
31
年　
元
旦

　
菊
池
市
議
会
議
長　
柁
原　
賢
一
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Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙

1１月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,066 人 －47
　 菊池：24,402 人 －44
　 七城： 5,328 人 3
　 旭志： 4,543 人 －3
　 泗水：14,793 人 －3
男　性：23,496 人 －20
女　性：25,570 人 －27
世　帯： 19,207 世帯 －10

年齢別人口 
0～14歳 6,444 人 13%
15～64歳 26,879 人 55%
65歳以上 15,743 人 32%
自然増減 社会増減
出  生：39 転  入： 91
死  亡：63 転  出：116

12月15日、旭志岩本地
区の天然記念物 ｢岩本巻
天神 の 椋 の 木 ｣（ 通称 お
てんじんさん）の前で、岩
本神楽の奉納が行われま
した。この場所は岩本地
区の発祥の地といわれて
おり、130年もの長い間、
人々の幸せと豊かな生活
を祈って、神楽の奉納が
続けられています。

プレゼント内容
① 菊池市 七城のこめ 2㌔ …………………… ２人
② 合志市 赤大豆のマルボーロ ………………２人
③ 菊陽町 「さんふれあ」さんさんの湯入浴券
　　　　　　　　　　　　２枚１組 …………２人
④ 大津町 からいも５㌔  ………………………２人

応募期限　１月31日㈭ 必着
�応募方法　はがきに住所、氏名、年齢、希望の
番号とプレゼント名、本市の魅力、広報紙に対
する意見や感想を記入して応募してください。

※応募は１枚のはがきで１つまでとします。
※�応募多数の場合は抽選とし、当選者発表は賞品の発

送をもってかえさせていただきます。

問い合わせ・応募先
　〒861-1392（住所記載不要）
　菊池市役所市長公室「読者プレゼント」係
　☎0968（25）7252
　Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

　菊池地域広報紙の共同企画として菊池地域の
各市町（菊池市・合志市・菊陽町・大津町）から新
春のプレゼントがあります。皆さんの応募をお待
ちしています。

募 集
2 新年のごあいさつ

5 菊池人  森武蔵さん

６
フォトリポート
菊池市生涯学習センター１周年記念イベント
菊人形・菊まつり／中央図書館１周年感謝祭

８
ピックアップ
第６回「菊池米」食味コンクール
第２回九州のお米食味コンクール in 菊池
第20回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会

９ 菊池アートフェスティバル ｖｏｌ.3

1０ 第14回夫婦の手紙・絵手紙コンクール表彰式

11 クレープ作り交流会 ～よい街菊池で、よい恋を… ～

12 作文　プラチナ未来人財育成塾

14 シリーズ日本遺産
15 国民年金情報

1６
健康だより アルコール依存症を知ろう

「血糖下げようセミナー」参加者募集！／献血にご協力ください／
歯ッピーキッズ

１８
１９

文芸きくち
ＫｉＣＲＯＳＳだより

２０
２１

菊池の宝物／人権・同和教育シリーズ
わいふ一番館だより／交流の絆～姉妹友好都市通信
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
韓国発見シリーズ こんにちは金です

2２

～

29

情報つう
▼お知らせ　熊本城マラソン2019開催に伴う交通規制／要介護
認定高齢者の障害者控除・おむつ代医療費控除／乳がん健診はお
済みですか／きくち渓谷館の建て替え工事を行います／事業主の
皆さんへ償却資産申告のお願い／1月の「税」の納期限1月31日㈭
／市税や保険料などの納付は口座振替が便利／土砂災害防止法に
基づく現地調査を実施します／平成30年北海道胆振東部地震災害
義援金のお礼と公表／介護予防ミニ講座／浄化槽法定検査（11条
検査）を必ず受けましょう／浄化槽の設置申請は早めにお願いしま
す／教育資金を「国の教育ローン」がサポートします／猫用の捕獲
器を無料で貸し出します／母子手帳アプリ母子モ「きくちっこ」の提
供を開始！
▼募集　職業訓練コース／平成30年度第３回菊池市営住宅補充
入居者を募集／菊池市任期付職員の募集／熊本さわやか大学校入
学生募集／「赤ちゃんの駅」登録施設募集／2019・20年度指名願
い（菊池市受付）／2019・20年度指名願い（菊池広域連合受付）／
市有財産（土地）を公売します／花の苗や球根を支給します／県立
高等技術専門校平成31年度４月入校生募集／危険物取扱者試験／

「環境王国菊池農業生産基準」に登録しませんか／「心と身体のリ
フレッシュ講座」参加者募集／「ほの宵まつり」つくりびと募集
▼相談・講演講習　納税相談夜間窓口を開設します／一人で悩
まないで男女共同参画専門委員相談／認知症介護家族のつどい／
もの忘れ相談会／相続登記相談会／菊池市商工会新春講演会・賀
詞交歓会／木造住宅の耐震対策講演会／寄せ植え講習会／定期救
命講習（普通・上級）／今さら聞けないビジネスパーソンの心得～新
聞超活用術～／クラウドファンディング、テレワークなどの勉強会／
熊本県立大学国際シンポジウム｢日本と東アジアの経済協力｣
▼イベント　菊池少年自然の家企画事業水迫地区新春どんどや
／どんぐりペイント＆ブローチ作り／わくわく！パレアフェスタＶＯＬ
17／未就学児のためのすくすく講座／第64回熊日菊池桜マラソン
大会・2019 KUMA FUN RUN参加者募集！

30
31

地域おこし協力隊通信／菊池の情報発信
市民の広場

32
33

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

34 TOPICS ～まちの話題～
38
39

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

　11月25日に愛知県で開催されたＷ
ＢＯアジアパシフィック・フェザー級タ
イトルマッチで勝利。18歳363日での
同タイトル王者は最年少記録で、世
界ランキング入りも確定的だ。「うれ
しさより安心のほうが大きいです。でも、
目標は世界チャンピオン。まだ通過点
です」と冷静に足元を見つめる。
　柔道経験者の父に勧められ６歳で
空手の道へ。「やるからには世界一」
の教えのもと、二人三脚でトレーニン
グを重ねた。肉は鶏肉のみ。成長期
に甘い菓子は禁止で、いりこがおや
つ代わり。毎朝欠かさず10㌔を走り
込むなど、ストイックな生活を送った。
　転機は11歳。「格闘家として食っ
ていくならボクシングがいい」と競技
を転向。わずか半年でU-15ボクシ
ング大会の40kg 級で全国優勝を果
たした。
　中学３年時には名古屋に遠征し、
元世界チャンピオンの薬

やく

師
し

寺
じ

保
やす

栄
えい

さ
んのジムで武者修行した。「強い選手
と練習し、人生で初めてボコボコにさ
れたのが悔しくて。世界を目指すには
厳しい環境に早く身を置きたかった」。
母の反対を押し切り中学卒業の翌日
に単身で名古屋へ。「ボクシングで生
計を立てる。絶対に世界王者になる」
と覚悟を決め、厳しいトレーニングを
積んだ。プロ５戦目にはスーパーフェ
ザー級の全日本新人王を獲得。順調
に階段を駆け上がっている。
　「自分の活躍を通して、菊池を知っ
てもらいたいです。世界チャンピオン
になり、菊池の子に夢を与える存在に
なりたい。地元で世界戦をやりたいで
すね」。夢は、叶うはずだ。

世
界
王
者
に
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
夢
を

31 2

Profile　もり・むさし
平成11年11月27日生まれ。
名前の武蔵は熊本にゆかりあ
る剣豪・宮本武蔵にあやかっ
たもの。プロ戦績は８戦８勝（５
ＫＯ）。好きな言葉は「覚悟を
決めた人間は無敵になれる」。
趣味はスイーツの食べ歩きで、
温泉や焼肉でリフレッシュし
ている。愛知県名古屋市在住。
泗水・永区出身。19歳。

計量時に着た特注のスーツ。
「身だしなみにはこだわりたい。
海外のスター選手は、格好も
ふるまいもかっこいいですから」

プロボクサー

森 武蔵さん

1_ 帰省時は父・伸
しん

二
じ

さんとトレーニングに励む。「つらい練習も仕事のうち」と、高いプ
ロ意識のもと日々の生活を送っている 2_ 所属する薬師寺ボクシングジムの薬師寺会
長と 3_王者リチャード・ブミクピック（フィリピン）に勝利して最年少でのタイトルを獲得

※2・3写真提供：水
みず

野
の

孝
たか

文
ふみ

さん（愛知県）
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開
館
１
周
年
を
記
念
し
実

施
し
ま
し
た
。
新
た
な

出
会
い
・
深
ま
り
・
広
が
り
・

楽
し
み
の
場
と
し
て
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
池い

け

上が
み

彰あ
き
ら

さ
ん
を

招
き
、
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で

記
念
講
演
会
を
、
公
民
館
で
は

中
・
高
生
向
け
授
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
中
央
図
書
館
で
は
ス

テ
レ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
や
オ
カ
リ

ナ
演
奏
、
和
綴
じ
本
作
成
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
お
は
な
し
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
中
央
公
民
館

で
は
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
体
験
や
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
パ

ン
作
り
、
子
ど
も
将
棋
大
会
な

ど
が
開
か
れ
、
参
加
者
か
ら
は

｢

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た｣

と
の
声
も
。
２
日
間
で
来
場
者

は
３
千
人
を
超
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

中
央
図
書
館
オ
ー
プ
ン
１

周
年
を
記
念
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
平
成
29
年
に
開
催

さ
れ
た
菊
池
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
、
熊
本
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
披
露
さ
れ
た
紙
芝

居
「
隈
府
に
わ
か
と
え
ん
ま
大

王
」
を
絵
本
に
し
、
そ
の
お
披

露
目
会
を
実
施
。
他
に
も
、
市

が
所
蔵
す
る
、
現
存
最
古
と
考

え
ら
れ
る
「
石い

し

淵ぶ
ち

家
地
球
儀
」

作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
し

か
け
絵
本
、
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
を
使
っ
た
「
と

く
べ
つ
な
お
は
な
し
会
」
を
行

い
ま
し
た
。
９
０
０
人
以
上
が

来
館
し
、
参
加
者
か
ら
は｢

親

子
で
楽
し
め
た｣

｢

貴
重
な
体

験
が
で
き
た｣

と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
で
29
回
目
を
迎
え
る

菊
池
の
秋
の
風
物
詩
。

会
場
の
菊
池
市
民
広
場
で
は
、

菊
人
形
や
色
と
り
ど
り
の
大
菊

や
小
菊
、
懸
崖
、
盆
栽
の
ほ
か
、

菊
池
北
中
学
生
や
女
子
高
、
農

業
高
校
の
生
徒
が
育
て
た
菊
も

展
示
し
ま
し
た
。
菊
の
即
売
会

も
実
施
。
訪
れ
た
人
は
菊
の
薫

り
を
楽
し
み
な
が
ら
思
い
思
い

の
菊
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

平成30年11月３・４日

1_環境ワークショップのアクリルたわし作り 2_熊
本高専の学生による小型ロボット操作体験 3_ 中・
高生対象の「池上彰さんに聞いてみよう！」では活
発な質問が飛び交い大盛況。学びの場となりまし
た 4_ キッズ手作りランドのどろだんごづくり 5_
スマロー＆スカットボール体験 6_
お 手軽健康チェック＆相談コー
ナー 7_クレヨン画のワークショッ
プ 8_３D ペン体験で描
いたくまモン

1.2.3_菊池最古の地球儀を
つくろう！ 4_とくべつなおは
なし会 5_ 熊本イラストレー
ターズクラブの2人 6_絵本

『隈府にわかとえんま大王』

3

5

8

7

123

45

6

4

6

1

2

熊本県知事賞
熊本県議会議員賞	
菊池市長賞	
菊池市議会議長賞
熊本県県北広域本部長賞
菊池温泉観光旅館協同組合理事長賞
菊池市商工会会長賞
菊池観光協会代表理事賞

橋
はし

本
もと

　勉
つとむ

福
ふく

嶋
しま

幸
こう

紀
き

福
ふ く

嶋
し ま

幸
こ う

紀
き

中
な か

村
む ら

祐
す け

幸
ゆ き

つの

田
だ

孝
こ う

信
し ん

菊池女子高校
山
やま

本
もと

公
こう

揮
き

緒
お

方
がた

正
まさ

俊
とし

菊池市菊花展表彰者（敬称略）

平成30年11月24日

平成30年
11月４日～18日

QRコードは動画が見られ
ます。AR 動画は専用アプ
リが必要です。視聴方法
は39ページをご覧ください。
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11
月
26
日
・
27
日
に
岐
阜
県
高

山
市
で
開
催
。
出
品
数
・
規
模
と

も
に
世
界
最
大
級
の
米
品
評
会

で
、
世
界
各
国
か
ら
5
７
１
７
点

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
2
年
連
続

で
金
賞
を
受
賞
し
た
堀ほ

り

田た

英ひ
で

臣お
み

さ

ん
（
元
村
）
が
、
今
年
は
栽
培
別

部
門
環
境
王
国
の
金
賞
を
受
賞
。

部
門
は
違
う
も
の
の
、
市
と
し
て

は
４
年
連
続
で
金
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
堀
田
さ
ん
は
「
メ
ン
バ
ー
み

ん
な
と
話
し
な
が
ら
進
め
て
き
た
。

来
年
こ
そ
み
ん
な
で
賞
に
入
り
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
堀
田
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、

生
産
者
の
さ
ら
な
る
意
識
高
揚
を

促
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し

た
。
全
国
初
の
試
み
と
し
て
市
が

創
設
し
、
新
た
に
誕
生
し
た
米
飯

官
能
鑑
定
士
も
食
味
審
査
に
参
加
。

２
７
９
点
の
出
品
が
あ
り
、
個
人

総
合
部
門
は
栗く

り

原は
ら

弘ひ
ろ

陽あ
き

さ
ん
（
加

恵
）
の
に
こ
ま
る
、
菊
池
基
準
登

録
部
門
は
田た

代し
ろ

繁し
げ

昭あ
き

さ
ん（
本
村
）

の
に
こ
ま
る
が
最
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
栗
原
さ
ん
は
「
区
全
体

で
取
り
組
ん
で
き
た
お
い
し
い
コ

メ
作
り
が
結
果
に
つ
な
が
り
う
れ

し
い
。
加
恵
区
の
皆
さ
ん
に
感
謝

し
た
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
者
と
上
位
入
賞

者
は
そ
の
場
で
バ
イ
ヤ
ー
と
契
約

を
結
び
、
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

「
第
６
回『
菊
池
米
』食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
平
成
30
年
11
月
16
日

に
市
立
七
城
体
育
館
で
開
催
。
翌
17
日
に
は
同
会
場
で「
第
２
回

九
州
の
お
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
in
菊
池
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

受賞された堀田さん

【第６回「菊池米」食味コンクール】 1_調印
式 2_試食用のコメ 3_同じ条件でコメを
炊きます 4_受賞者の皆さん

【第２回九州のお米食味コンクールin菊池】 
５_食味審査 ６_受賞者の皆さん ７_会場
前では菊池米のおにぎりと豚汁の振る舞
いも

3

５６７

1

2

４

　
良
質
な
コ
メ
作
り
へ
の
意
欲
向

上
と
日
本
市
場
に
お
け
る
九
州
産

米
の
価
値
を
高
め
、
世
界
へ
の
販

路
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
し
た
。
九
州
各
県
か

ら
１
５
７
１
点
の
出
品
が
あ
り
、

個
人
総
合
部
門
の
最
高
金
賞
に
は
、

有
限
会
社
原
農
場
の
原は

ら

靖や
す
しさ
ん

（
南
関
町
）
の
に
こ
ま
る
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
原
さ
ん
は
「
土
地
に

あ
っ
た
品
種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

な
ど
、
今
後
も
勉
強
し
な
が
ら
い

い
コ
メ
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と

満
面
の
笑
み
で
語
り
ま
し
た
。
自

治
体
部
門
で
は
多
良
木
町
が
優
勝
。

菊
池
市
は
2
位
に
輝
き
ま
し
た
。

両
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
た
コ

メ
約
３
㌧
は
、
被
災
地
へ
「
復
幸

応
援
米
」
と
し
て
寄
贈
す
る
予
定

で
す
。
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夫婦の絵手紙  最優秀賞作品

向
むか

井
い

喜
き

八
はち

さん（鳥取県米子市）

最優秀賞を受賞した中嶋ひろこさん夫妻。
芳野副市長㊧から賞状と目録が贈られました

い１

い１

夫２

婦２

の
日
に
感
謝
の
手
紙

第14回
　
「
第
14
回
夫
婦
の
手
紙
・
絵
手
紙
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
11
月
22
日
（
い
い

夫
婦
の
日
）、
菊
池
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

２
階
中
央
公
民
館
大
研
修
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
平
成
17
年
に
ス

タ
ー
ト
。
今
回
は
全
国
各
地
か
ら
手
紙
の

部
に
１
４
９
点
、
絵
手
紙
の
部
に
１
７
９

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
14
人
の
受
賞
者
に
賞
状
と

副
賞
が
手
渡
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

夫
婦
の
手
紙
最
優
秀
賞
の
中な

か

嶋し
ま

ひ
ろ
こ
さ

ん
（
上
益
城
郡
甲
佐
町
）
が
、
夫
に
宛
て

た
手
紙
を
朗
読
。
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

芳よ
し

野の

勇ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

副
市
長
は
「
大
変
素
晴
ら

し
い
作
品
ば
か
り
。
時
が
流
れ
て
も
変
わ

ら
ぬ
夫
婦
の
愛
情
に
強
く
感
銘
を
受
け
ま

し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

夫
婦
の
手
紙

大
賞
作
品

樋ひ

口ぐ
ち

昭あ
き

彦ひ
こ

さ
ん（
八
代
市
）

夫
婦
の
手
紙
・
絵
手
紙

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
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参加報告

泗水中学校２年　岩
い わ

田
た

　善
ぜ ん

さん

｢失敗を成功に変えるために！｣

プラチナ未来人財育成塾

　

今
回
の
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に

参
加
す
る
こ
と
に
僕
は
前
向
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
今
は
、
自
分
が
あ

の
場
所
で
頑
張
っ
て
い
た
こ
と
を
誇
り
に

思
え
ま
す
。

　

初
日
は
誰
の
講
義
も
な
く
、
移
動
と
自

由
時
間
だ
け
で
し
た
。
正
直
に
言
う
と
、

僕
は
と
て
も
帰
り
た
か
っ
た
で
す
。
楽
し

そ
う
に
も
な
い
し
、
他
の
人
達
と
は
気
が

合
い
そ
う
に
も
な
い
し
、
と
、
そ
ん
な
こ

と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
に

乗
っ
て
も
、
男
子
だ
け
会
話
が
な
く
、
飛

行
機
の
中
で
も
、
他
の
人
達
は
す
ぐ
に
寝

て
し
ま
い
、
最
初
は
つ
ら
か
っ
た
り
も
し

ま
し
た
。
で
も
、
自
由
時
間
に
い
ざ
男
子

だ
け
と
な
る
と
、
自
然
と
会
話
が
続
き
、

笑
顔
も
増
え
ま
し
た
。
わ
ず
か
一
日
で
、

県
内
の
人
達
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き

て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

二
日
目
か
ら
先
生
方
の
講
義
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
日
、
一
番
心
に
残
っ
た
の

は
菊
池
先
生
の
言
葉
で
す
。
一
人
一
つ
目

標
を
書
く
こ
と
に
な
り
、
先
生
は
「
世
界

征
服
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
正

直
、
ん
？
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
先
生
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
自
分

の
得
意
な
こ
と
で
、
世
界
中
に
名
前
を
轟

か
せ
る
」と
。
そ
れ
を
聞
い
て
と
て
も
カ
ッ

コ
イ
イ
と
思
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
が
得

意
な
ら
ス
ポ
ー
ツ
で
、
勉
強
が
得
意
な
ら

勉
強
で
、
自
分
の
名
前
を
世
界
に
轟
か
せ

る
！
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
か
ら
二
日
目
に
も
う
一
つ
、
良
い
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
友
達
が
増

え
た
こ
と
で
す
。
そ
の
日
ま
で
、
熊
本
の

三
人
で
行
動
し
て
い
た
け
れ
ど
、
五
人
に

増
え
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
と
て
も
心
強

く
、
と
て
も
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

改
め
て
僕
は
、
今
回
、
プ
ラ
チ
ナ
未
来

人
財
育
成
塾
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
が

二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
リ
ー

ダ
ー
性
に
つ
い
て
で
す
。
浜
松
市
長
の
鈴す

ず

木き

康や
す

友と
も

さ
ん
の
話
の
最
初
に
、
一
つ
の
動

画
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
動
画

は
、
一
人
の
外
国
人
が
た
っ
た
一
人
で
踊

り
だ
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
周
囲
の
人

は
、(

何
や
っ
て
る
の
？)

と
い
っ
た
か

ん
じ
で
、
何
で
こ
の
動
画
を
見
る
ん
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
後
か
ら
、

踊
る
人
が
一
人
、
ま
た
一
人
と
増
え
、
最

後
に
は
、
近
く
に
い
た
人
ほ
と
ん
ど
が
踊

り
始
め
る
と
い
う
動
画
で
し
た
。
動
画
を

見
終
わ
っ
た
後
、
鈴
木
さ
ん
は
「
一
人
が

行
動
し
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
ば
フ
ォ
ロ

ワ
ー
が
や
っ
て
く
る
。
そ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

を
大
事
に
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
一

番
感
じ
た
の
は
「
自
分
が
行
動
を
始
め
る

人
に
な
ろ
う
」
と
い
う
事
で
し
た
。
誰
か

が
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
と
信
じ

続
け
、
誰
か
が
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
な
っ
て
く

れ
た
ら
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
二
つ
目
は
、
と
に
か
く
友
達
を

大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
プ

ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
で
最
初
に
仲
良

く
な
っ
た
人
が
「
一
度
会
っ
た
ら
、
皆
家

族
！
」
と
、
六
日
間
ず
っ
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
笑
い
な
が
ら
楽
し
く
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、
よ
く
よ
く
考
え
る
と
す
ご
く
良

い
言
葉
だ
な
ぁ
と
今
は
思
い
ま
す
。
今
回

の
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加
し

た
人
は
85
人
と
聞
き
ま
し
た
。
住
ん
で

い
る
場
所
が
遠
く
て
も
、
一
度
で
も
し
ゃ

べ
っ
て
、
一
緒
に
笑
い
合
っ
た
の
な
ら
ば
、

そ
れ
は
一
生
忘
れ
る
事
の
な
い
、
思
い
出

の
一
人
な
ん
だ
と
僕
は
思
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
最
後
の
集
合
写
真
を
と
る
と
き
も

皆
で
笑
い
、
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
仲
良
く
な
る
こ
と
の
で
き
た
人
達

と
は
、
一
生
、
忘
れ
な
い
で
い
た
い
で
す
。

　

僕
は
、
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に

参
加
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
新
た
な
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で

き
、
何
よ
り
日
本
中
の
中
学
生
と
仲
良
く

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
経
験
は
、
お
そ
ら
く
一
生
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財

育
成
塾
に
よ
っ
て
仲
良
く
な
る
こ
と
の
で

き
た
85
人
の
人
達
を
忘
れ
ず
に
、
お
世
話

に
な
っ
た
係
員
、市
役
所
、そ
し
て
チ
ュ
ー

タ
ー
の
方
々
に
感
謝
を
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
本
当
に
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

  　
※
作
文
は
一
部
抜
粋

作　文

参加報告

泗水中学校２年　宮
み や

本
も と

　夏
な つ

妃
き

さん

プラチナ未来人財育成塾に参加して

プラチナ未来人財育成塾

　

私
は
夏
休
み
期
間
中
に
「
プ
ラ
チ
ナ
未

来
人
財
育
成
塾
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、

講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
「
プ

ラ
チ
ナ
社
会
」
と
将
来
の
自
分
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
考
え
る
場
で
す
。
毎
日
が
発

見
で
、
充
実
し
た
濃
い
五
日
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
十
四
人
の
先
生
方
の
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
特
に

心
に
残
っ
た
講
義
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
協
会
コ
ー

チ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
中な

か

竹た
け

竜り
ゅ
う

二じ

先
生

の
「
成
功
と
成
長
の
違
い
」
に
つ
い
て
の

話
で
し
た
。
成
功
と
成
長
は
似
て
非
な
る

も
の
で
、
成
功
は
「
目
標
の
達
成
」、
成

長
は
「
意
識
の
変
化
」
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
講
話
の
中
に
出
て
き

た
「
失
敗
を
し
て
強
く
な
る
、
た
く
さ
ん

失
敗
し
て
も
い
い
」
と
い
う
言
葉
が
と
て

も
心
に
し
み
ま
し
た
。「
失
敗
は
し
て
は

い
け
な
い
も
の
」
と
い
う
私
の
考
え
が
ガ

ラ
リ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
失
敗
を

認
め
ず
、
リ
ス
ク
を
と
ら
な
い
安
全
な
場

所
に
身
を
置
く
人
が
失
敗
す
る
人
だ
」
と

先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
リ
ス

ク
を
と
ら
な
い
安
全
な
場
所
に
身
を
置
く

と
い
う
こ
と
は
、
挑
戦
を
せ
ず
そ
の
場
所

に
ず
っ
と
留
ま
っ
て
い
る
人
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
こ
の
話
を
聞
い
て
、
何
か
小
さ

い
こ
と
で
も
い
い
か
ら
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
朝
日
新
聞
編
集
委
員
の
原は

ら

真ま
こ

人と

先
生
の
講
話
で
す
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
は
好
か
れ
る
こ
と
の
な
い
、
常
に
批
判

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
て
も
大
変
な

仕
事
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
原
先
生
は
取

材
を
し
て
い
る
時
、
命
を
狙
わ
れ
た
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
普
段
私
た
ち
が
見
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
記
者
の
方
た
ち
が
命

が
け
で
と
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
な
の
で
す
。
そ

の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
は
「
国
の
番
人
」
と
い
う
言
葉
が

出
て
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
へ
の

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
私
は
講
話
か
ら
、
視
野
を
広

げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
生

徒
会
役
員
と
し
て
学
校
全
体
を
見
て
い
る

つ
も
り
で
も
、
ど
こ
か
見
落
と
し
て
い
る

部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
視
野

を
広
げ
、
何
か
見
落
と
し
て
い
な
い
か
、

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
講
義
の
後
に
あ
る
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
す
。
同
じ
先
生
の
講
義
を
聞

い
て
も
、
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
見
る
角

度
を
変
え
る
と
新
し
い
発
見
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
班
の
意
見
を
ま

と
め
る
と
き
に
困
っ
て
し
ま
う
と
き
が
あ

り
ま
し
た
。
で
も
そ
ん
な
時
は
、
チ
ュ
ー

タ
ー
さ
ん
と
シ
ニ
ア
の
方
の
力
を
借
り
て

楽
し
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
相

手
を
認
め
、
受
け
入
れ
る
こ
と
の
大
切
さ

も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
か
ら
学
び
ま
し
た
。

今
の
自
分
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
も

な
り
、
長
所
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
話
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
で
の
生
活

で
も
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
活
動
班
で
は
、
み
ん
な
知
ら
な
い
人

ば
か
り
で
し
た
が
、
自
分
か
ら
積
極
的
に

行
動
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
好
き
な

も
の
の
話
を
し
た
り
、
意
見
交
換
し
て
い

る
う
ち
に
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
、
県

の
垣
根
を
越
え
て
た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
住
ん
で
い
る
環
境
が
違
う
の
で
「
私

の
普
通
が
全
く
普
通
じ
ゃ
な
か
っ
た
り
し

て
、
世
界
は
広
い
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
る
前
は
、
何
も
か
も
が
不
安
で
、

友
達
を
作
れ
る
か
が
一
番
心
配
で
し
た
。

け
れ
ど
、
北
海
道
や
東
京
、
愛
知
、
福
岡

な
ど
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
と
友
達
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
見
知
り
も

ち
ょ
っ
と
は
克
服
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

お
別
れ
す
る
時
は
泣
い
て
し
ま
う
ほ
ど
で

し
た
。
熊
本
の
人
と
も
仲
良
く
な
れ
て
、

一
生
忘
れ
な
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

市
の
方
々
や
先
生
方
、
家
族
に
感
謝
し
ま

す
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
さ

ら
に
考
え
を
深
め
、
周
り
か
ら
頼
り
に
さ

れ
る
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
※
作
文
は
一
部
抜
粋

作　文
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問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）7218

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
と
き

や
病
気
や
け
が
な
ど
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
生
活
を
現
役
世
代
み
ん
な
で

支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
つ
く
ら
れ

た
仕
組
み
で
す
。

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
未
来
へ
と
進
む

皆
さ
ん
に
、
生
涯
寄
り
添
う
年
金
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
持
っ
て
運

営
す
る
た
め
安
定
し
て
お
り
、
年
金

の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ

れ
ま
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
取
っ
た
と

き
の
「
老
齢
年
金
」
の
ほ
か
「
障
害

年
金
」
や
「
遺
族
年
金
」
も
あ
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

付
加
年
金
を
ご
存
知
で
す
か　

　

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
（
月
額

１
万
６
３
４
０
円
）
に
加
え
て
付
加

保
険
料
（
４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
年
金
は
申
し
込
み
を
し
た
月

か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

付
加
年
金
の
年
金
額　

　
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
る
人

　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
降
の

任
意
加
入
被
保
険
者
を
除
く
）
だ
け

が
加
入
し
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

付
加
保
険
料
も
国
民
年
金
保
険
料
と

同
様
に
納
期
限
（
翌
月
末
）
か
ら
２

年
間
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
人

や
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
は
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
必
ず
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
障
害
年
金
」
は
、
病
気
や
事
故
で

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。「
遺
族
年
金
」
は
、
加
入
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に

よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族

（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が

受
け
取
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
に
は

　
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
国

民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
誕
生
日
の

前
日
か
ら
14
日
以
内
に
郵
送
ま
た
は

健
康
推
進
課
か
各
支
所
市
民
生
活
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

20
歳
に
な
っ
た
時
点
で
次
の
❶
❷

に
該
当
す
る
人
は
提
出
不
要
で
す
。

❶�

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
❷�

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る

配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
（
国

民
年
金
の
加
入
の
手
続
き
は
、
配

偶
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い

ま
す
の
で
、
配
偶
者
の
勤
務
先
に

必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）

●
国
民
年
金
加
入
後
の
流
れ

年
金
手
帳
が
届
き
ま
す

　

年
金
手
帳
は
、
年
金
の
加
入
制
度

が
変
わ
っ
た
と
き
や
年
金
の
請
求
手

続
き
な
ど
、
一
生
涯
使
用
し
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
た

人
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
け
取
っ

て
い
る
人
、
あ
る
い
は
受
け
取
っ
て

い
た
人
は
、
す
で
に
基
礎
年
金
番
号

を
お
持
ち
で
す
の
で
、
年
金
手
帳
は

届
き
ま
せ
ん
。

年
金
保
険
料
納
付
書
が
届
き
ま
す

　

金
融
機
関
の
窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
を
納

め
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
は
口
座
振

替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
、
電
子
納
付

も
で
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
１
カ
月
当
た
り
の

保
険
料
は
１
万
６
３
４
０
円
で
す
。

誕
生
日
の
前
日
が
含
ま
れ
る
月
分
か

ら
納
め
ま
す
。

（
例
）
４
月
１
日
生
ま
れ
→
３
月
31
日

か
ら
加
入
→
３
月
分
か
ら
納
付

●「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

　
「
納
付
猶
予
制
度
」

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
で
本
人
の
所
得
が
基
準
以
下

ま
た
は
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
申
請
に
は
学

生
証
か
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
や
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

申
請
は
お
早
め
に

　

学
生
納
付
特
例
制
度
、
納
付
猶
予

制
度
は
、
申
請
期
間
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
申
請
が
遅
く
な
る
と
、
申

請
日
前
に
生
じ
た
不
慮
の
事
故
や
病

気
に
よ
る
障
が
い
に
つ
い
て
、
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

追
納
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　

納
付
猶
予
な
ど
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
分
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
し
出
に
よ

り
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
経
過
期
間
に
応
じ
て
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

⓱   

菊池川 日本遺産 検索

五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
うを
祈
る
ま
つ
り
②

　
神
楽
は
主
に
10
月
中
旬
か
ら
12

月
初
旬
に
か
け
て
各
神
社
で
奉
納

さ
れ
ま
す
。
神
社
に
よ
っ
て
内
容

は
多
少
違
い
ま
す
が
、
菊
池
川
流

域
の
神
楽
は
全
て
肥
後
神
楽
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
玉
名
市
で
は
毎
年

11
月
第
１
土
曜
日
に
神
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
10
団
体

ほ
ど
の
神
楽
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
（
担
当
：
和
水
町
社
会
教
育
課
）

栄
に
も
つ
な
げ
ら
れ
、
現
在
は
性

と
腰
の
神
様
と
し
て
、
子
宝
を
望

む
人
や
夜や

尿に
ょ
う

症し
ょ
う

で
悩
む
人
、
足
腰

を
強
く
し
た
い
人
な
ど
、
県
内
外

か
ら
参
拝
者
を
集
め
て
い
ま
す
。

肥
後
神か

ぐ
ら楽

　
県
北
一
帯
を
中
心
と
し
て
、
県

内
に
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
菊
池
川
流
域
で
は
現
在
、

52
の
神
社
の
秋
祭
り
な
ど
で
、
豊

作
へ
の
お
礼
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願

し
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
舞ま

い

の
構
成
は
数
座
程
度
の
演
目

か
ら
な
り
、
笛
と
太
鼓
に
合
わ
せ

て
舞
い
ま
す
。
手
に
は
鈴
の
ほ
か

剣
や
弓
な
ど
を
持
ち
ま
す
。
衣
装

は
手
に
持
つ
も
の
に
よ
っ
て
異
な

り
、
御ご

幣へ
い

や
榊さ

か
き

の
と
き
は
狩か

り

衣ぎ
ぬ

、

剣
や
弓
の
と
き
は
直ひ

た

垂た
れ

を
着
ま
す
。

国く
に

津つ

（
二に

天て
ん

・
鬼き

神し
ん

）と
い
わ
れ

る
神
楽
は
、
鬼き

面め
ん

を
付
け
る
の
が

特
徴
で
す
。

七し
ち

郎ろ
う

神じ
ん

大
祭

　
和
水
町
西に

し

吉よ
し

地じ

で
、
毎
年
４
月

の
第
１
日
曜
日
（
ま
た
は
第
２
日

曜
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

地
域
の
神
社
で
あ
る
七
郎
神
に
、

男
性
器
を
模
し
た
神み

輿こ
し

が
地
元
住

民
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
る
祭
り
で
、

そ
の
年
の
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う

と
子
孫
繁
栄

を
祈
り
ま
す
。

　
七
郎
神
は
和
水
町
に
点
在
す
る

八
つ
の
神
様
の
中
の
一
つ
で
「
七

郎
さ
ん
」と
も
い
わ
れ
ま
す
。
祭

ら
れ
て
い
る
の
は
、
約
８
０
０
年

前
に
こ
の
地
域
に
農
耕
技
術
を
広

め
、
土
地
を
豊
か
に
し
た
と
伝
わ

る
坂さ

か

梨な
し

七し
ち

郎ろ
う

右え

衛
門も

ん

で
す
。
正し

ょ
う

治じ

２
（
１
２
０
０
）
年
、
七
郎
神
の

北
方
に
あ
る
山や

ま

森も
り

阿
蘇
神
社
の
創

建
に
伴
い
阿
蘇
神
社
本
宮
（
阿
蘇

市
）か
ら
下
り
、
そ
の
後
こ
の
地

に
留
ま
っ
た
人
物
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
五
穀
豊
穣
の
神
様
と
し

て
祭
ら
れ
る
七
郎
さ
ん
は
子
孫
繁

七郎神大祭（神輿の様子） 七郎神

平成30年度玉名市神楽フェスティバル。左から、小
お

野
の

尻
じり

神楽
連（小野尻白鳥神社）の二

に

剣
けん

と、玉名神楽保存会（玉名大神宮）
の吾

ご

段
だん

（※）。※国津は、玉名市では吾段と呼ぶところが多い。

■
日
本
遺
産
巡
回
展

　
山
鹿
市
編

　
こ
れ
ま
で
各
会
場
で
展
示
し

た
内
容
に
加
え
て
、山
鹿
市
の

日
本
遺
産
構
成
文
化
財
を
詳
し

く
紹
介
し
ま
す
。

場　
所　
山
鹿
市
立
博
物
館

期　
間　
２
月
２
日
㈯
〜
５
月

６
日
㈪
㈷

休
館
日　

月
曜
日（
㈷
除
く
）、

２
月
12
日
㈫
、３
月
22
日
㈮

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
入
館
は
午
後
４
時
半
ま

で
）

入
館
料　
大
人
２
１
０
円
、子

ど
も
50
円

問
い
合
わ
せ
先

　
山
鹿
市
立
博
物
館

　
☎
０
９
６
８（
43
）１
１
４
５

イ
ベ
ン
ト
情
報（
山
鹿
）
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ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は
？

　

多
量
の
飲
酒
を
長
期
間
続
け
る
こ

と
で
、
次
第
に
酒
な
し
で
は
い
ら
れ

な
く
な
る
病
気
で
す
。
大
切
に
し
て

い
た
家
族
、
仕
事
、
趣
味
な
ど
よ
り

も
飲
酒
を
優
先
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

き
か
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

酒
は
「
百
薬
の
長
」
と
も
「
万
病

の
も
と
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

適
量
の
飲
酒
は
健
康
に
良
い
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
多
量
の
飲
酒
は
心
身
に

好
ま
し
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

誰
で
も
な
る
可
能
性

　

初
め
は
単
な
る
習
慣
の
つ
も
り
で

酒
を
飲
ん
で
い
て
も
、
飲
ま
な
い
と

気
分
が
晴
れ
ず
、
つ
い
酒
に
手
を
伸

ば
す
よ
う
に
な
り
、
そ
の
う
ち
少
量

で
は
酔
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

時
間
や
場
所
を
選
ば
ず
に
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
も
酒
を
飲
み
た
く
な
り
、

飲
み
始
め
た
ら
や
め
ら
れ
な
く
な
る

と
い
っ
た
状
態
に
陥
り
ま
す
。
酒
が

き
れ
る
と
「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」「
不

安
に
な
る
」「
手
が
震
え
る
」「
夜
眠

れ
な
い
」「
汗
を
か
く
」「
食
べ
た
も

の
を
吐
く
」
な
ど
の
症
状
（
離
脱
症

状
）
が
出
て
く
る
の
で
、
そ
れ
を
抑

え
る
た
め
に
ま
た
飲
酒
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。
食
事
を
取
ら
ず
「
飲
ん
で

は
寝
る
」
習
慣
を
繰
り
返
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

サ
イ
ン
は
出
て
い
な
い
け
れ
ど
も
…

　

連
続
飲
酒
、
離
脱
症
状
は
出
て
い

な
く
て
も
、
酒
が
大
好
き
で
体
調
を

崩
し
て
い
て
も
や
め
る
こ
と
が
出
来

な
い
人
、
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
て

も
飲
酒
運
転
を
し
て
事
故
を
起
こ
し

た
り
、
自
分
や
人
を
傷
つ
け
た
り
と

い
っ
た
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
人
な

ど
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
一
歩

手
前
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

回
復
と
社
会
復
帰
が
可
能

　

適
切
な
治
療
を
受
け
て
回
復
す
る

と
「
体
調
が
改
善
す
る
」「
家
計
の

支
出
を
軽
減
で
き
る
」「
家
族
や
周

囲
の
人
の
生
活
が
改
善
さ
れ
る
」「
眠

り
が
深
く
な
り
、
朝
目
覚
め
が
よ

い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
環
境

の
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
「
1
週
間
に
1
～
2
日

は
飲
ま
な
い
日
（
休
肝
日
）
を
つ
く

る
」
と
い
う
習
慣
を
身
に
つ
け
、
新

年
会
と
い
っ
た
飲
酒
す
る
機
会
も
多

い
こ
の
時
期
に
、
自
分
の
飲
酒
量
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

と　

き　

２
月
４
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

午
後
０
時
15
分
～
４
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
役
所
本
庁
舎

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医

師
が
判
断
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
本

人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
献

血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

対　
象　
市
内
在
住
で
空
腹
時
の

血
糖
が
１
０
０
㎎
／
㎗
以
上
の
人
、

HbA1c

５
・
６
％
以
上
の
人
、
糖
尿

病
の
予
防
や
治
療
に
関
心
の
あ
る
人

※�

糖
尿
病
治
療
中
の
人
は
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
に
つ
い
て
主
治
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　

菊
池
市
役
所
健
康
推
進
課
、
各
支

所
市
民
生
活
課
ま
た
は
菊
池
養
生
園

に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
お
申

込
く
だ
さ
い
。
申
込
者
に
は
、
後
日

詳
し
い
ご
案
内
を
送
り
ま
す
。

問
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　

☎
０
９
６
８（
38
）２
８
２
０

　

担
当
：
田た

中な
か

・
木こ

庭ば

　

自
分
に
合
っ
た
血
糖
を
下
げ
る
方

法
を
学
び
、
実
践
し
て
い
く
全
4
回

の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

と　

き　

1
月
24
日
㈭
～
3
月
14
日

㈭　

午
前
9
時
～
11
時
（
受
付:

午

前
8
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

菊
池
養
生
園
保
健
組
合
菊

池
広
域
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

【
第
1
回
】
１
月
24
日
㈭　

▼
テ
ー
マ
：
体
と
し
く
み 

▼
内
容
：

「
食
事
負
荷
試
験
」
で
朝
食
後
の
1
、

2
時
間
後
に
血
糖
測
定
を
行
い
、
血

糖
値
の
変
化
を
見
て
み
よ
う
。

【
第
2
回
】
１
月
31
日
㈭

▼
テ
ー
マ
：
運
動 

▼
内
容
：「
糖
が

燃
え
る
カ
ラ
ダ
と
は
」
糖
を
下
げ
る

効
果
的
な
運
動
（
速
歩
・
筋
ト
レ
）

に
つ
い
て

【
第
3
回
】
２
月
７
日
㈭

▼
テ
ー
マ
：
食
事 

▼
内
容
：
糖
を

上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の

食
事
の
コ
ツ 

【
第
4
回
】
３
月
14
日
㈭

▼
テ
ー
マ
：
総
括 

▼
内
容
：
検
査

結
果
で
3
カ
月
の
成
果
を
見
て
み
よ

う ※�

初
回
と
最
終
回
の
前
に
血
液
検

査
・
身
体
計
測
・
体
組
成
測
定
を

行
い
ま
す
。

料　

金　

千
円
（
全
4
回
分
）

定　

員　

30
人

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
血
糖
下
げ
よ
う
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
募
集
！

　

多
量
の
飲
酒
が
習
慣
化
し
て
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
ま
で
の

期
間
は
男
性
は
20
年
以
上
、
女
性
は

そ
の
半
分
の
期
間
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

危
険
な
量
は
ど
れ
く
ら
い
か
ら
？

　

厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る
「
健
康

日
本
21
」
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
発
症
リ
ス
ク
が
少
な
い
「
節
度

あ
る
適
度
な
飲
酒
」
は
壮
年
男
性

（
20
～
60
代
）
の
場
合
、
1
日
ビ
ー

ル
５
０
０
㎖
、
日
本
酒
1
合
弱
、
25

度
焼
酎
１
０
０
㎖
、
ワ
イ
ン
2
杯
程

度
の
ど
れ
か
１
つ
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
高
齢
者
と
女
性
で
は
半
分
の
量

に
な
り
ま
す
。

アルコール依存症は、飲酒する人なら男女問わず誰でもかか
る可能性のある病気です。患者数は全国で80万人以上とい
われていますが、その予備軍も含めると440万人にもなると
推定されています。

アルコールは依存性を持つ薬物？ 否認の病？

　

1
日
の
飲
酒
量
が
こ
の
3
倍
以
上

で
、
ビ
ー
ル
瓶
3
本
、
日
本
酒
3
合

弱
、
25
度
焼
酎
３
０
０
㎖
、
ワ
イ
ン

6
杯
程
度
の
ど
れ
か
１
つ
に
な
る
と

「
多
量
飲
酒
」
と
な
り
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る

と
警
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

冨と
み

田た

紗さ

代よ　
（
○菊  

上
町
）

古ふ
る

庄し
ょ
う

弥み

咲さ
き　

（
○菊  

上
町
）

上う
え

野の

陽ひ

葵ま
り　

（
○菊  

栄
町
）

柴し
ば

田た

晏あ
ん

朱じ
ゅ　

（
○菊  

北
原
）

栗く
り

原は
ら

貴た
か

幸ゆ
き　

（
○菊  

高
野
瀬
）

渋し
ぶ

谷や　
榛し

ん　
（
○菊  

高
野
瀬
）

中な
か

満み
つ

茉ま
つ

里り　
（
○菊  

高
野
瀬
）

小お

山や
ま

ひ
か
り
（
○菊  

片
角
）

堀ほ
り

井い

美み

月づ

姫き

（
○菊  

片
角
）

兵ひ
ょ
う

藤ど
う

奏そ
う

汰た　
（
○菊  

野
間
口
）

出で

口ぐ
ち

楓ふ
う

河が　
（
○菊  

東
原
）

鹿か
な

子こ

木ぎ

真ま

緒お

（
○菊  

北
宮
）

永な
が

井い

朔さ
く

磨ま　
（
○菊  

上
西
寺
）

早は
や

木き

悠は
る

真ま　
（
○菊  

北
古
閑
）

中な
か

原は
ら

拓た
く

海み　
（
○菊  

広
瀬
）

甲か

斐い

謙け
ん

斗と　
（
○七  

上
水
次
）

出で

口ぐ
ち　

航わ
た
る　

（
○七  

菰
入
）

上う
え

村む
ら

美み

緒お　
（
○七  

間
所
）

松ま
つ

﨑ざ
き

り
あ　
（
○旭  

姫
井
）

中な
か

村む
ら

銀ぎ
ん

二じ

朗ろ
う

（
○旭  

川
下
）

片か
た

山や
ま

温あ
つ

喜き　
（
○旭  

あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）

坂さ
か

本も
と　

愛あ
い　

（
○旭  

あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）

山や
ま

下し
た

杏あ
ん

莉り　
（
○泗  

北
住
吉
）

田た

中な
か

望み

来ら
い　

（
○泗  

永
出
分
）

梁や
な

池ち

琥こ

十と

乃の

（
○泗  

富
）

小こ

池い
け

聡そ
う

介す
け　

（
○泗  

富
の
原
中
央
）

中な
か

川が
わ

晴は
る

道み
ち　

（
○泗  

富
の
原
中
央
）

家い
え

入い
り

明め

生い

花か

（
○泗  

富
の
原
東
）

合こ
う

志し

和わ

航た
る　

（
○泗  

富
の
原
北
）

福ふ
く

山や
ま

千せ

凛り

愛あ

（
○泗  

北
原
団
地
）

谷た
に

川が
わ

夢ゆ

姫め　
（
○泗  

桜
山
三
）

増ま
す

永な
が　

輝ひ
か
る　

（
○泗  

堂
迫
団
地
）

❶
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
磨
き　
❷
甘
い
も
の
を
減

ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫　
❸
歯
の
質

を
強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な
フ
ッ

化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を

予
防
す
る
た
め
に
は

11
月
７
日・29
日
の
歯
科
健
診
で
、む
し
歯
が
な
か
っ
た
お

子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）  

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

□�お酒を飲むべきではないときにも「飲みたい」
と強く思う

□�飲む前に思っていた量より、飲み始めるとつ
い多く飲んでしまう

□いつも手元にお酒がないと落ち着かない
□数時間ごとに飲酒する「連続飲酒」をする

　アルコール依存症の診断には、
専門医による診察 が必要です。

「あてはまるかな?」と思ったらま
ずは専門医に相談しましょう。

主な離脱症状

軽

～

中等症

自律神
経症状

手の震え、発汗（特に寝汗）、高血圧、嘔気、
嘔吐、下痢、体温上昇、寒けなど

精神
症状

睡眠障害（入眠障害、中途覚醒、悪夢）、不安
感、うつ状態、イライラ感、落ち着かない

重症 けいれん発作、一過性の幻聴、意識障害と
幻覚

週に１日は休肝日！
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会
肥後狂句水笑会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578
山隈 ☎0968（38）2051

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

情
熱
の
色
冷
め
や
ら
ず
鶏け

い

頭と
う

花か

隅す
み

々ず
み

も
ね
ん
ご
ろ
に
掃は

く
神
む
か
え

捥も

ぐ
毎
に
柚ゆ

子ず

の
香
り
の
漂た

だ
よ
へ
り

落
葉
し
て
落
葉
し
て
山
軽か

る

く
な
る

石つ

蕗わ

咲
き
て
無
住
寺
ほ
の
と
華は

な

や
げ
り

万
句
の
里
俳
句
会  

11
月
句
会

器
量
よ
き
大
根
を
揃
へ
買
い
に
け
り

お
で
ん
鍋
囲
み
孫
と
の
夕
餉げ

か
な

友
招
き
小
さ
な
茶さ

話わ

会か
い

柿か
き

膾な
ま
す

三
十
年
の
菊
展
終
る
平
成
も

雪
便
り
添そ

へ
て
林
檎
の
届
き
け
り

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

寺
本　
和
子

藤
本　
邦
治

服
部　
靜
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

11
月
例
会

草
取
り
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
草
紅
葉

秋
桜
子
ら
の
下
校
や
午
後
三
時

三
十
人
心
ひ
と
つ
に
踊
る
秋

ア
ン
ダ
ン
テ
夫
唱
婦
随
に
秋
の
暮

庭
隅
に
ひ
そ
と
咲
き
た
る
つ
わ
の
花

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

稗
田　
達
恵

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川
の
り
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

11
月
詠
草

困
ら
す
る　
わ
ざ
と
間
違
い
し
て
出
さ
す

暖
房
不
要　
今　
四
十
度
熱
の
あ
る

大
掃
除　
家
の
ま
わ
り
も
せ
に
ゃ
ん
ば
な

大
掃
除　
障
子
は
が
し
は
子
の
係
り

困
ら
す
る　
そ
こ
ば
右
さ
ん
左
折
し
て

柏
原　
乗
仏

井
手　
水
光

御
手
洗
三
代

宮
上　
美
由

山
隈　
好
茶

肥
後
狂
句
水
笑
会  

11
月
例
会

光
本
と
よ
い
ち

田
中　
美
智

宮
本　
敏
子

隈
部　
輝
子

宮
本　
雅
子

登
り
来
し
龍
ヶ
岳
な
る
展
望
所
眺
む
る
島
々
緑
に
映
ゆ
る

黒
豆
の
熟
れ
し
を
穫
り
い
て
来
合
わ
せ
る
友
に
分
か
ち
ぬ
た
ね
を
選
り
扱
ぐ

鞠
智
城
城
址
に
立
て
ば
吹
く
風
の
防
人
達
の
声
か
と
聞
こ
ゆ

約
定
を
守
る
や
う
に
ぞ
立
冬
の
山
茶
花
咲
き
初
む
薄
く
れ
な
ゐ
色

入
り
つ
陽
は
真
っ
赤
に
燃
え
て
帰
路
に
あ
る
我
家
並
み
に
呑
ま
れ
て
行
き
ぬ

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

山
田　
　
博

高
木　
　
精

七
城
短
歌
会  

11
月
詠
草

両
の
手
を
大
き
く
振
り
て
見
送
れ
ば
ひ
ら
ひ
ら
返
す
孫
は
小
さ
き
手

空
覆
ふ
雲
の
切
れ
間
の
夕
の
陽
を
し
ば
し
見
と
る
る
冬
の
い
ち
に
ち

庭
の
奥
凜
と
し
て
立
つ
石
蕗
の
花
の
黄
金
に
木
漏
れ
日
遊
ぶ

躑
躅
の
木
無
惨
に
剪
ら
れ
し
一
枝
を
花
器
に
活
け
れ
ば
床
の
静
ま
る

葉
の
落
ち
し
柿
の
木
の
枝
に
触
れ
な
が
ら
感
謝
言
ひ
つ
つ
来
る
年
を
待
つ

坂
本　
玲
子

緒
方　
悦
子

松
本　
和
子

岩
本
サ
ヨ
子

安
見　
朱
實

「
里
」短
歌
会  

11
月
詠
草

ひ
っ
そ
り
と
垂
る
る
朱
実
の
烏
瓜
光
を
曳
け
り
日
照
雨
降
る
時と

間き

西
空
に
傾
く
夕
日
浴
び
な
が
ら
歌
っ
た
聞
い
た
家
路
も
ラ
ラ
ラ
…

稔
り
ゆ
く
稲
穂
日
ご
と
に
色
か
さ
ね
黄
金
の
穂
波
遥
か
広
が
る

湯
の
町
を
訪
ひ
一
人
歩
き
ゆ
く
夫
生
れ
し
町
森
閑
と
し
て

大
杉
の
幹
の
太
さ
に
感
動
し
国
造
神
社
二
礼
二
拝
す

中
川　
愛
子

堤　
よ
し
み

岩
根　
博
恵

山
城　
雅
子

田
中　
遙
子

渓
流
短
歌
会  

12
月
詠
草

ふ
る
さ
と
の
鞍
岳
も
見
ゆ
近
景
に
夕
陽
に
光
る
町
今
日
の
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル

曙
の
ほ
の
か
紅
さ
す
東

ひ
む
か
しの
鞍
岳
の
朝
は
唯
あ
り
が
た
き

軒
端
な
る
古
く
も
の
巣
に
も
み
ぢ
葉
の
ひ
と
葉
か
か
り
て
山
家
し
ぐ
る
る

元
朝
の
湯
に
日
の
射
せ
ば
七な

な

〇じ
ゅ
う

歳
の
手
を
身
に
寄
せ
て
小
さ
く
祈
る

皇
后
杯
制
し
た
友
を
描
き
た
り
未
熟
の
筆
に
描
い
て
は
消
し
て

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

川
口
す
み
子

菊
池
短
歌
会  

12
月
詠
草

菊池市生涯学習センターホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
菊池市生涯学習センターフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
休 館 日

テーマ「新成人に贈る本」

主
婦
の
友
社

1

飛
鳥
新
社

2

幻
冬
舎

4

創
元
社

3

エラ・フランシス・サンダース／著・文
前
まえ

田
だ

まゆみ／翻訳

3 �翻訳できない世界のことば

　新成人の皆さんが壁にぶつ
かった時に読んでほしい1冊。

ピーター・レイノルズ／文・絵
なかがわちひろ／訳

1 っぽい
水
みず

野
の

敬
けい

也
や

／著
２ 夢をかなえるゾウ

　ガネーシャから出題される
課題を毎日実行してみよう。
あなたの夢や目標に近づくこ
とができるでしょう。

　自分らしさに誇りを持つこと、
人と比べる必要などないこと
を教えてくれる１冊。

玉
たま

越
こし

清
きよ

美
み

／著

4 朝礼一言集
　人生を好転させる200の言葉

　警察署長が朝礼時などで話
した3分間スピーチの要約集。

図 書 館

KiCROSS１周年記念イベント
　11月3、４日に開催した生涯学習センター開館1周年記
念イベントで「菊」をお題とした短歌・俳句を募集し、短歌
149首、俳句484句の応募がありました。受賞作品は１
月31日㈭まで中央公民館ギャラリーで展示しています。

俳句【一般の部】
大賞　松永久子さん（菊池市） 懸崖の先の先まで香る菊
市長賞　木村利昭さん（菊池市） 天

あめ
地
つち

の治まりてをり菊まつり
教育長賞　坂田美代子さん（合志市）ねんごろに水やり菊師去りにけり

俳句【小学生の部】
大賞　緒方咲良さん（菊池北小4年）
きくのはな くきがせすじを のばしてる
市長賞　星野光太郎さん（戸崎小6年）
青空によくにあうのは菊の花
教育長賞　ひらきりょうかさん（隈府小2年）
たけみつの よろいになった きくのはな

短歌【一般の部】
大賞　岩根博恵さん（菊池市）
菊人形「葉室」の姓にめぐり会ひ　遥か祖先の姿思ほゆ
市長賞　安藤則子さん（菊池市）
菊池野に「新世界」とふ曲鳴りて　ひこうき雲は金

こん
色
じき

に染む
教育長賞　稗田達恵さん（菊池市）
菊まつり年に一度のにぎわいに　菊池武光ほほえみており

短歌【小学生の部】
大賞　まつでらよしちかさん（隈府小1年）
にいちゃんがハリーポッターかりてきた　キクロスすごいなんでもあるね
市長賞　木下せいなさん（隈府小2年）
きもちいいあきのそよかぜふくころは　きくのはなびらにっこりえがお
教育長賞　石田凉香さん（戸崎小3年）
きくのはなきれいなまちをつくりだす　みんなのきもちぽかぽかにする

正月イベント　１月５日㈯

南極クラス　1月20日㈰ 午後１時30分～３時30分

●午前10時30分～　お正月おはなし会
●午後２時～３時　琴の演奏

【４館合同】来館者には「ことばみくじ」や「本の福袋」を準
備しています（なくなり次第終了）。

　南極観測隊の元隊員が、南極についてお話します。実
験もあるよ! ※小学生対象（無料）。要申込。

中　央

中　央

各イベントの詳細はHPやフェイスブック
でもお知らせしています。

たくさんのご応募ありがとうございました！

　３Dプリンタを使って、本にはさむしおりを作ろう！子ど
もや初めての人でも３Dデータ作成、
３D プリンタを体験できます。詳しく
はフェイスブックやホームページをご
覧ください。

３Dプリンタを体験しよう！ ～キクロス製作所～

申し込み・問い合わせ先　中央図書館

中央公民館 工作室ところ
ファブラボ太宰府スタッフ講　師

２月3日㈰ 午後1時～4時と  き
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開館時間　午前９時～午後５時
休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
※12月29日㈯～平成31年1月4日㈮は休館。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

【ギャラリー】
「紫光会・書初め展」　紫光会
期　間：1月29日㈫～２月11日㈪
　会員による小型雅仙紙の書初め作品を審査、展示します。

【まちかど資料館】
企画展「土地改良の父 冨

とみ

田
た

甚
じん

平
ぺい

」
　冨田式暗

あん

渠
きょ

排水技術の実物の土管や遺品、紹介パネル
などを展示しています。
期　間：～２月３日㈰　
料　間：大人２００円、小中学生１００円
企画展「西郷どんと菊池一族 Ver.３  その思い／西南戦争」
　奄美に残された知られざる西郷どんの家族への思いと、
隈府の町に残る薩軍の戦いの軌跡を辿ります。
期　間：～３月31日㈰
料　間：大人２００円、小中学生１００円

　

平
成
29
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者

は
２
８
６
９
万
人
（
速
報
値
）
を
数
え
、

そ
の
旅
行
消
費
額
は
4
兆
円
を
超
え

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は

２
０
２
０
年
ま
で
に
外
国
人
旅
行
者

数
４
千
万
人
、
旅
行
消
費
額
８
兆
円

を
目
標
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
都
市
部
へ
の
一
極
集

中
な
ど
に
よ
る
地
域
経
済
の
低
迷
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
解
決
策
の

一
つ
と
し
て
観
光
振
興
、
つ
ま
り
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
よ
る
外
貨
獲
得

に
大
き
な
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

菊
池
市
で
も
市
外
、
県
外
、
国
外
の

人
を
呼
び
込
む
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
と
い
う
と
、
レ

ジ
ャ
ー
と
い
う
狭
い
世
界
で
捉
え
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
商
工
、
農
業
、

交
通
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
関
わ

り
が
あ
り
、
推
進
に
は
そ
の
連
携
が

不
可
欠
で
す
。

　

未
来
に
向

か
う
「
き
く

ち
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
を
進
め

る
機
会
は
、

今
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

き
く
ち
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

外国人との交流

⑨

問い合わせ先　市長公室　☎0968（25）7252

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

160

　

随
分
前
に
な
り
ま
す
が
、
5
年
生

を
担
任
し
て
間
も
な
く
、
一
人
の
女

子
か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
た
。「
男

子
の
様
子
が
変
。
水
道
の
蛇
口
の
所

で
水
を
飲
む
た
め
に
何
人
も
並
ん
で

る
。
横
に
あ
る
蛇
口
は
空
い
て
い
る

の
に
誰
も
使
わ
な
い
の
。
男
子
の
一

人
に
聞
い
た
ら
、
里
沙
ち
ゃ
ん
が
使
っ

た
後
だ
か
ら
使
わ
ん
方
が
い
い
っ
て
。

こ
の
こ
と
を
帰
り
の
会
に
出
し
た
い

け
ど
い
い
で
す
か
」
と
、
自
分
な
り

に
つ
か
ん
だ
事
実
と
そ
の
理
由
も
添

え
て
。

　

い
じ
め
は
教
師
が
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
起
こ
り
や
す
い
も
の
で
す
。
私

も
休
み
時
間
に
そ
の
事
実
を
確
か
め
、

急
き
ょ
学
級
会
で
話
し
合
い
を
し
ま

し
た
。
教
室
の
前
に
は
「
い
じ
め
や

差
別
の
な
い
楽
し
い
ク
ラ
ス
に
し
よ

う
」
と
、
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

話
し
合
い
で
は
「
里
沙
ち
ゃ
ん
が

使
っ
た
物
は
触
ら
な
い
」「
廊
下
で
す

れ
違
っ
た
ら
よ
け
る
」「
給
食
の
配
膳

の
時
に
、
里
沙
ち
ゃ
ん
が
差
し
出
し

た
お
椀
を
受
け
取
ら
ず
、
台
に
あ
る

も
の
を
取
る
」
な
ど
の
事
実
が
、
男

子
か
ら
だ
け
で
な
く
女
子
か
ら
も

次
々
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
の
か
、

理
由
や
原
因
を
尋
ね
て
い
く
と
「
み

ん
な
が
し
て
い
た
か
ら
」「
明
君
か

ら
、
里
沙
ち
ゃ
ん
が
使
っ
た
も
の
は

触
ら
ん
方
が
い
い
と
言
わ
れ
た
か
ら
」

な
ど
、
人
の
せ
い
に
し
た
り
、
周
り

に
合
わ
せ
て
ま
ね
を
し
た
と
い
う
意

見
ば
か
り
で
、
原
因
が
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
。
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
原
因
を
究
明
し
て
い
く
と
、
い

じ
め
の
始
ま
り
は
、
1
、
2
年
の
頃

に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
里
沙
ち
ゃ
ん
と
け
ん
か
し
た
児

童
が
、
プ
ー
ル
で
「
里
沙
ち
ゃ
ん
が

泳
い
だ
後
に
黄
色
い
も
の
が
見
え
た
」

と
言
い
「
お
し
っ
こ
を
し
た
、
汚
い
」

と
決
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
や
、
仲
間
外
し
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
何
回
も
話
し
合
っ
て
き
た
こ

と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
自
分
の
し
た
こ
と
に
つ

い
て
話
す
の
を
、
黙
っ
て
聞
い
て
い

た
里
沙
ち
ゃ
ん
は
こ
う
語
り
ま
し
た
。

「
な
ぜ
み
ん
な
が
私
を
避
け
る
の
か
、

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
悩
ん
で
き
た
。
で

も
長
い
間
苦
し
ん
で
き
た
も
の
の
正

体
が
や
っ
と
分
か
っ
た
。
こ
ん
な
簡

単
な
こ
と
だ
っ
た
の
か
」
と
。
途
中

で
言
葉
が
詰
ま
り
ま
し
た
が
、
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
里
沙
ち
ゃ

ん
の
気
持
ち
は
十
分
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

里
沙
ち
ゃ
ん
は
休
み
時
間
に
な
る

い
じ
め
を
克
服
す
る
子
ど
も
た
ち

菊
池
市
地
域
人
権
教
育
指
導
員  

吉よ
し

山や
ま

義よ
し

信の
ぶ

と
保
健
室
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
私

も
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
も
、
教
室

に
友
達
が
い
な
い
か
ら
だ
と
ば
か
り

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
訳
を
尋
ね

る
と
「
自
分
は
小
さ
い
子
ど
も
が
好

き
。
一
緒
に
い
る
と
楽
し
い
。
だ
か

ら
保
健
室
に
行
く
。
将
来
は
保
育
園

の
先
生
に
な
り
た
い
」
と
答
え
ま
し

た
。
私
を
は
じ
め
子
ど
も
た
ち
も
里

沙
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
少
し
も
理
解
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
地
域
か
ら
の
信
頼
も
あ
り
ま
し
た
。

近
所
に
い
る
4
名
の
1
、
2
年
生
の

親
た
ち
か
ら
登
校
班
の
お
世
話
を
頼

ま
れ
て
い
て
、
学
校
に
行
き
た
く
な

い
と
思
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た

け
ど
、
自
分
は
休
む
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
は
里
沙

ち
ゃ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
方

を
変
え
た
い
と
い
う
児
童
も
出
て
き

ま
し
た
。
一
方
、
里
沙
ち
ゃ
ん
に
も

変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
文
化
祭

に
出
品
し
た
絵
画
が
特
選
と
な
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
抑
圧
か
ら
解

放
さ
れ
た
こ
と
で
、
自
分
ら
し
い
伸

び
伸
び
と
し
た
表
現
が
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

問い合わせ先　市長公室　☎0968（25）7252

友好都市の韓国金
キム

提
ジェ

市
シ

から訪問団が来菊
　11月2～４日の3日間、韓国の金提市から、チョン・デシク
副市長をはじめ７人が本市を訪問しました。
　訪問団は、３日に泗水孔子公園で開催されたしすいコス
モスマラソンに参加。開会式では全員でステージに上がり、
チョン・デシク副市長が本市との交流にふれ、挨拶を行いま
した。マラソンでは、市民からの声援を受けながら、コスモ
ス咲き誇る泗水路５キロコースを全員が完走。その後、菊
池温泉で汗を流し、美肌の湯を堪能しました。
　訪問中は朝鮮半島にゆかりのある鞠

き く

智
ち

城
じょう

や、竜門ダム、
紅葉に染まる菊池渓谷を視察するなど、菊池の歴史や自然

を満喫していました。
　チョン・デシク副市
長は「今後も友好の絆
を50 年 先、100 年 先
と続けていきたい」と
感謝を述べました。

ゴール後に笑顔を見せる訪問団

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

 

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
�

　
韓
国
の
有
名
な
月
刊
誌
「
新シ

ン

東ド
ン

亜ア

」

9
月
号
に
よ
る
と
、
韓
国
で
は
年
々
一

人
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。
２
０
4
５

年
に
は
世
帯
全
体
の
3
分
の
1
を
超
え

る
と
い
う
見
通
し
だ
。
そ
の
た
め
最
近

は
孤
独
に
対
処
す
る
た
め
の
「
ヒ
ー
リ

ン
グ
産
業
」
が
全
盛
期
と
報
じ
ら
れ
た
。

　
韓
国
リ
サ
ー
チ
の
調
査
結
果
を
見
る

と
、
一
人
世
帯
回
答
者
の
う
ち
10
％
は

「
孤
独
感
を
感
じ
て
い
な
い
」
と
答
え

た
が
「
お
お
む
ね
寂
し
さ
を
感
じ
る
」

が
11
％
、
ま
た
「
よ
く
寂
し
さ
を
感
じ

る
」
が
30
％
で
、
結
果
、
一
人
世
帯
の

41
％
が
生
活
に
孤
独
感
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、

一
人
の
自
由
は
確
保
し
な
が
ら
も
心
理

的
な
慰
め
を
得
よ
う
と
す
る
人
々
の
た

め
の
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
産
業
」
が
大
き
く

成
長
し
て
い
る
。

　
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
心
の
セ

ラ
ピ
ー
を
扱
っ
た
本
が
人
気
だ
。
米
国

の
心
理
学
者
ピ
ー
タ
ー•

ホ
リ
ン
ズ
の

著
書
は
と
て
も
人
気
で
、
出
版
後
、
売

上
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
上
位
圏
を
常
に

キ
ー
プ
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
２
番
目
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
若
者

の
間
で
人
気
の
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
し
て
匿
名
で
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
受
け
ら
れ
る
ア
プ
リ
。
相
談
専
門

資
格
証
取
得
者
な
ど
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

会
社
が
定
め
た
基
準
を
満
た
し
た
相
談

員
を
採
用
し
、
モ
バ
イ
ル
で
相
談
を
受

け
付
け
る
ア
プ
リ
の
加
入
者
は
40
万
人

に
も
上
る
と
い
う
。

　
３
番
目
は
「
ペ
ッ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
」

だ
。
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
子
犬

型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ア
イ
ボ
」
だ
と
い
う
。 

本
物
の
ペ
ッ
ト
犬
と
変
わ
ら
な
い
よ
う

な
行
動
を
取
る
そ
う
だ
。

　
４
番
目
は
、
最
近
発
売
さ
れ
て
い
る
、

人
間
と
基
礎
的
レ
ベ
ル
の
対
話
が
で
き

る
「
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
ス
ピ
ー
カ
ー
」

だ
。
科
学
技
術
が
人
間
の
話
し
相
手
で

あ
る
。

　
あ
る
精
神
科
専
門
医
は
「
最
近
の
人

の
多
く
は
、
う
つ
病
や
無
気
力
症
と
し

て
来
院
す
る
が
、
本
当
の
問
題
は
心
の

奥
深
い
と
こ
ろ
に
寂
し
さ
が
あ
る
場
合

が
多
い
。
人
間
は
他
人
の
反
応
に
大
き

く
影
響
さ
れ
る
存
在
だ
。
自
分
が
何
か

を
上
手
に
や
っ
て
も
褒
め
て
く
れ
る
人

が
い
な
け
れ
ば
、
人
生
の
意
味
を
失
っ

て
し
ま
う
」
と
話
し
た
。

　

本
当
の
満
足
と
は
デ
パ
ー
ト
で
買

う
「
物
」
で
は
な
く
、
誰
か
を
愛
し

た
い
、
愛
さ
れ

た
い
。
認
め
ら

れ
た
い
と
い
う

「
心
」
の
満
足
だ

と
思
う
。

｢

ヒ
ー
リ
ン
グ
産
業｣

の
全
盛
時
代

国際観光マネージャー

金
キム

 相
サン

廷
ジョン

石
人
と
は

　
古
墳
の
近
く
に
立
て
ら
れ
て
い
る
、

阿
蘇
の
凝
灰
岩
で
で
き
た
人
の
形
を

し
た
も
の
を
石
人
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
凝
灰
岩
は
石
の
中
で
も
加
工
が

し
や
す
い
の
で
、
素
材
と
し
て
使
わ

れ
た
よ
う
で
す
。
石
人
や
石
製
品
は

九
州
の
福
岡
県
や
佐
賀
、
熊
本
、
大

分
県
の
限
ら
れ
た
地
域
に
し
か
分
布

し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
分
布
地
域
は
、

5
2
7
年
に
大や

和ま
と

朝ち
ょ
う

廷て
い

に
対
抗
し
て

反
乱
を
お
こ
し
た
筑ち

く

紫し

の
大
豪
族
で

あ
る
磐い

わ

井い

の
勢
力
範
囲
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

磐
井
の
勢
力
範
囲
の
古
墳

　　

日
本
の
古
墳
で
は
、
粘
土
を
焼
い

た
土
製
品
で
あ
る
筒
形
の
円え

ん

筒と
う

埴は
に

輪わ

と
、
人
物
、
動
物
、
器
具
、
家
屋
な

ど
を
か
た
ど
っ
た
形け

い

象し
ょ
う

埴は
に

輪わ

が
並
ん

で
立
て
て
あ
り
ま
す
。
一
方
、
磐
井

の
勢
力
範
囲
の
古
墳
に
は
石
製
の
人

物
や
器
物
が
立
て
て
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。
大
和
朝
廷
に
対
抗
す
る
た
め

に
、
埴
輪
と
は
違
っ
た
も
の
を
立
て

た
の
で
し
ょ
う
。

　
木き

柑こ
う

子じ

石せ
き

人じ
ん

武
装
石
人

　

本
市
で
は
、
６
世
紀
前
半
に
築
造

さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
木
柑
子

古
墳（
菊
池
市
木
柑
子
）の
前
方
部
に
、

石
人
（
フ
タ
ツ
カ
サ
ン
石
人
）
が
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
人
の
胴
部
が

甲よ
ろ
い

を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ

る
の
で
、
武
装
石
人
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
石
人
の
大
き
さ
は
高
さ

1
0
9
㌢
、
肩
幅
は
33
㌢
、
胸
の
厚

さ
は
23
㌢
あ
り
ま
す
。
左
手
を
く
び

れ
た
腰
に
当
て
て
お
り
、
そ
の
指
は

６
本
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

石
人
を
観
察
す
る
と
、
頭
部
が
失

わ
れ
て
お
り
、
後
世
に
別
の
石
を
接

着
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
右

腕
も
切
り
落
と
さ
れ
て
お
り
、
他
の

石
人
な
ど
で
も
破
壊
の
跡
が
多
く
確

認
で
き
ま
す
。
磐
井
の
反
乱
鎮
圧
後
、

磐
井
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
石
人
を
破

壊
す
る
こ
と
で
、
乱
の
終
わ
り
を
周

囲
に
知
ら
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

１

菊
池
の
宝
物       

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

９

フタツカサン石人
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お
知
ら
せ

1月の「税」の納期限
1月31日㈭

問健康推進課国民健康保険係
☎（25）7218

●国民健康保険税第7期
口座振替を利用している人は、

1月25日㈮に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
災
害
義
援
金
の
お
礼
と
公
表

　
９
月
25
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
実
施
し

た
義
援
金
（
募
金
）
募
集
へ
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
届
け

ま
す
。

義
援
金
総
額　
３
２
，
３
２
３
円

問
総
務
課　
☎（
25
）７
１
１
１

　
「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９
」（
第
８

回
大
会
）
の
開
催
に
伴
い
、
大
規
模
な
交

通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
大

会
コ
ー
ス
沿
線
以
外
の
道
路
で
も
大
幅
な

渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
17
日
㈰　
午
前
７
時
～

　

特
に
熊
本
市
内
へ
外
出
す
る
際
に
は
、

マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
交
通
規
制
の
詳

細
は
、「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ⓗ�https://w
w

w
.kum

am
otojyo-

m
arathon.jp

問
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
２
８
）２
３
７
３

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９

開
催
に
伴
う
交
通
規
制

　
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
に
認
定
さ
れ

た
人
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
県
民

税
の
申
告
の
際
に
、
税
控
除
を
受
け
る
た

め
の
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

障
害
者
控
除

対
象
者　
平
成
30
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
認
定
（
１
〜

５
）
を
受
け
た
65
歳
以
上
で
、
認
定
調
査

な
ど
に
よ
り
次
の
「
日
常
生
活
自
立
判
定

基
準
」
に
該
当
す
る
人
（
内
容
は
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。
身
体
障
害

者
手
帳
１
〜
６
級
、
精
神
障
害
者
保
険
手

帳
１
〜
３
級
、
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
自
立
判
定
基
準

区　
分

障
が
い
者

特
別
障
が
い
者

認
知
症
度
Ⅲ
ａ 

・
Ⅲ
ｂ

Ⅳ
・
Ｍ

寝
た
き
り
度
Ｂ
１
・
Ｂ
２

Ｃ
１
・
Ｃ
２

※ �

判
断
基
準
は
、
障
が
い
老
人
の
日
常

生
活
自
立
度
判
定
基
準
、
認
知
症
で

あ
る
老
人
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定

基
準
に
基
づ
き
ま
す
。

申
請
方
法　
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
障
害
者
控
除　
納
税
者
自
身
ま

た
は
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
所

得
税
法
上
の
障
が
い
者
に
当
て
は
ま
る
場

合
に
は
、
一
定
の
金
額
の
所
得
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控
除
で
き
る
金

額
は
、
障
が
い
者
１
人
に
つ
き
27
万
円
で

す
。
特
別
障
が
い
者
（
１
級
・
２
級
）
に

該
当
す
る
場
合
は
40
万
円
に
な
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
高
齢
者
の
障
害
者

控
除
・
お
む
つ
代
医
療
費
控
除

住
民
税
の
障
害
者
控
除　

　
所
得
税
と
同
じ
条
件
で
、
障
が
い
者
１

人
に
つ
き
26
万
円
、
特
別
障
が
い
者
（
１

級
・
２
級
）
に
該
当
す
る
場
合
は
30
万
円

が
控
除
さ
れ
ま
す
。
障
が
い
者
で
合
計
所

得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
、
住
民
税

が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　
要
介
護
に
認
定
さ
れ
た
、
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降

の
人
の
場
合
、
平
成
30
年
中
に
作
成
さ
れ

た
日
付
・
寝
た
き
り
度
・
尿
失
禁
の
有
無

が
記
載
さ
れ
た
主
治
医
意
見
書
を
確
認
し

て
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

問
●申
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
５

　
各
支
所
市
民
生
活
課

償
却
資
産
と
は　
会
社
や
個
人
で
工
場
や

商
店
、農
業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
使
う
機
械
・
器
具
・

備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
の
こ
と
。

申
告
の
内
容　
次
の
事
業
用
資
産
を
持
つ

人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
所
有

状
況
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
構
築
物
（
広
告
塔
・
テ
ナ
ン
ト
改
装
な

ど
）
▼
機
械
・
装
置
（
乾
燥
機
・
太
陽
光

発
電
装
置
な
ど
）
▼
車
両
・
運
搬
具
（
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
自
動
車
税
や
軽
自
動

車
税
の
対
象
と
な
る
も
の
を
除
く
）
▼
工

具
器
具
・
備
品
（
机
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

　
新
規
事
業
者
ま
た
は
事
業
用
資
産
を
持

ち
、
手
元
に
申
告
書
が
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

申
告
期
間　
１
月
４
日
㈮
～
31
日
㈭

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
●申
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

償
却
資
産
申
告
の
お
願
い

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
市
の
土
石
流
や
崖
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る

区
域
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
土
地
の
形

状
や
利
用
状
況
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
調
査
の
た
め
個
人
の
所
有
地
へ
県

市
税
や
保
険
料
な
ど
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利

　
市
税
や
保
険
料
な
ど
は
、
今
後
口
座
振

替
が
原
則
と
な
り
ま
す
。
納
付
書
で
税
金

を
納
め
て
い
る
人
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ

の
な
い
口
座
振
替
へ
の
切
り
替
え
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト　
▼
金
融
機
関
や

市
役
所
に
納
付
に
行
く
手
間
が
省
け
る
▼

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め

忘
れ
を
防
止
で
き
る
▼
一
度
手
続
き
を
す

れ
ば
自
動
的
に
継
続
さ
れ
る
の
で
、
確
実

な
納
付
が
で
き
る

口
座
振
替
の
取
扱
金
融
機
関　
▼
肥
後
銀

税や利用料の種類 担当部署 電話番号
市県民税（普通徴収に係るもの）

固定資産税、軽自動車税 税務課徴税係 （２５）7208

国民健康保険税
（普通徴収に係るもの）

健康推進課
国民健康保険係 （25）7218

後期高齢者医療保険料
（普通徴収に係るもの）

健康推進課
高齢者医療・年金係 （２５）7218

介護保険料（普通徴収に係るもの） 高齢支援課介護保険係 （25）７２１５
保育料 子育て支援課子育て支援係 （25）７２１４

市営住宅使用料 都市整備課住宅係 （25）7243
奨学資金（償還） 学校教育課総務係 （2５）７２３０
老人措置負担金 高齢支援課地域包括支援係 （２５）７２１６

　
乳
が
ん
と
は
、
乳
腺
に
で
き
る
が
ん
の

こ
と
で
、
女
性
に
一
番
多
い
が
ん
で
す
。

が
ん
を
発
見
す
る
た
め
の
最
も
効
果
的
な

方
法
が
「
健
診
」
で
す
。
早
期
に
発
見
で

き
れ
ば
、
高
い
確
率
で
治
り
ま
す
。

乳
が
ん
健
診　
40
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

乳
が
ん
個
別
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

指
定
医
療
機
関
に
て
問
診
・
視
触
診
を
行

い
、
後
日
、
菊
池
郡
市
医
師
会
立
病
院
で

乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
）
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
申
込
期
限　
平
成
31
年
1
月
31
日
㈭

※
受
診
券
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
健
康
推

進
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
健
診
は
お
済
み
で
す
か

医療機関名 住所 電話番号

岩根クリニック 隈府110 （２５）4230

川口病院 隈府823‐１ （25）2230
菊池中央病院 隈府494 （25）3141

黒川産婦人科医院 隈府1075‐23 （25）1071
米田産婦人科医院 隈府497‐1 （25）2589

田中医院 泗水町吉富3169‐8 （38）7070
たがみクリニック 西寺1400‐１ （24）５３５３

杜の里
かねこクリニック 藤田40‐１ （２３）７５２２

菊池市の指定医療機関一覧 自
己
負
担
額　

▼
40
歳
～
69
歳　
１
８
０
０
円　

▼
70
歳
以
上　
千
円

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係　

　
☎（
25
）７
２
１
９

行
▼
熊
本
銀
行
▼
熊
本
第
一
信
用
金
庫
▼

九
州
労
働
金
庫
▼
熊
本
県
信
用
組
合
▼
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
▼
菊
池
地
域
農
業
協
同
組
合

申
込
方
法　
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
市
役

所
、
各
支
所
で
「
菊
池
市
口
座
振
替
依
頼

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
物　
▼
納
税
通
知
書
（
税
の
場
合
）

▼
登
録
し
た
い
通
帳
▼
通
帳
の
届
出
印

問
税
務
課
徴
税
係　
☎  （
25
）７
２
０
８　

き
く
ち
渓
谷
館
の
建
て
替
え

工
事
を
行
い
ま
す

　
工
事
期
間
中
は
菊
池
渓
谷
に
訪
れ
る
皆

さ
ん
と
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
の
入
谷
に

関
し
て
は
通
常
ど
お

り
で
す
。

工
事
終
了
予
定　

２
０
１
９
年
11
月
末

オ
ー
プ
ン
予
定　

２
０
２
０
年
４
月

問
商
工
観
光
課　

　
☎（
25
）７
２
２
３

の
職
員
が
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
実
施
時
期　
1
月
～
３
月
末

問
県
北
広
域
本
部
土
木
部
工
務
課

　
☎  （
25
）４
２
２
９　

介護予防ミニ講座
～ 脳を活性化しイキイキ元気に! ～

MCI（軽度認知障害）とは?
　日常生活に支障をきたすまでには至らず認知症とは診断
されないが、記憶障害と軽度の認知障害があり、正常とは言
い切れない中間的な段階にある状態のことです。この段階
で脳の活性化を図ること、運動習慣を持つことは認知症予防
にとても有効です。

もしかして認知症かも?と思ったら
　早期発見、早期治療が大切です。かかり
つけ医や専門医療機関に相談しましょう。

はじめよう！ 脳力アップの生活術
1 快刺激で笑顔に　心地よい刺激や笑うことにより、刺激を
もたらす脳内物質（ドーパミン）がたくさん放出されます。
2 人づきあいや趣味を楽しむ　家族や友人、地域の人との
お付き合いを積極的に行いましょう。料理、旅行、園芸、囲碁、
将棋などの活動は計画力、思考力を養います。
3 役割・日課をもとう　人の役に立つことを日課に取り入れ
ることが生活を充実させ、認知機能を高めます。なんでも人
任せにしないで自分のことは自分で行えるようにしましょう。
4 適度な運動を心がける　適度な運動習慣は、認知症発症
の予防につながります。

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216

税や利用料の種類と問い合わせ一覧
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用を記載していないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス番号　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
※
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
。

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

科　
目　
❶
機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設

備
施
工
科
、
組
込
マ
イ
コ
ン
技
術
科
、
溶

接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
生

産
設
備
保
全
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

職
業
訓
練
コ
ー
ス

科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科　
❷
Ｆ
Ｐ
経

理
パ
ソ
コ
ン
科

訓
練
場
所　
❶
合
志
市
須
屋

　
　
　
　
　
❷
大
津
町
杉
水　

募
集
期
限　
❶
1
月
４
日
㈮
～
31
日
㈭

❷
12
月
25
日
㈫
～
１
月
25
日
㈮

訓
練
期
間　
❶
３
月
５
日
㈫
～
８
月
28
日

㈬
（
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス

科
、
生
産
設
備
保
全
技
術
科
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
は
も

の
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
訓
練　
３
月
28
日
㈭

ま
で
） 

❷
３
月
１
日

㈮
～
５
月
29
日
㈬

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊

池　
訓
練
担
当

　
☎（
24
）８
６
２
５

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

入
学
資
格　
県
内
在
住
で
、
学
習
意
欲
の

あ
る
60
歳
以
上
の
人
（
昭
和
33
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

定　
員　
熊
本
校
１
０
０
人
、
八
代
校
60

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

募
集
期
間　
２
月
１
日
㈮
～
３
月
８
日
㈮

受
講
期
間　

４
月
～
２
０
２
０
年
３
月

（
毎
週
１
講
座
×
40
回
）

費　

用　

入
学
金
５
千
円
、
受
講
料

１
万
５
千
円
（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

そ
の
他　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申（
一
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

平
成
30
年
度
第
３
回
菊
池
市
営

住
宅
補
充
入
居
者
を
募
集

　
第
３
回
に
募
集
す
る
団
地
は
、
広
報
き

く
ち
2
月
号
お
よ
び
２
月
１
日
㈮
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈮
～
19
日
㈫

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
必
着

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

申
込
資
格　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ

と
。
▼
持
家
が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住

居
に
困
っ
て
い
る
こ
と
▼
同
居
親
族
が
あ

る
こ
と
（
婚
約
者
な
ど
も
含
む
）（
※
単

身
入
居
の
場
合
の
特
例
：
満
60
歳
以
上
の

人
。
こ
の
他
に
も
、
条
件
に
よ
っ
て
は
入

居
申
し
込
み
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
世
帯
の
合
計
月
額
所
得
が
基
準
内
で
あ

る
こ
と
（
世
帯
の
状
況
に
よ
り
合
計
月
額

所
得
が
15
万
８
千
円
以
下
と
21
万
４
千
円

以
下
に
分
か
れ
ま
す
）

【
月
額
所
得
の
計
算
方
法
】（
世
帯
全
員
の

所
得
額

－

控
除
額
の
合
計
）÷ 

12（
カ
月
）

【
控
除
合
計
額
の
計
算
】
次
に
基
づ
き
算

出
し
た
控
除
額
を
合
計
し
ま
す
。 

【
控
除
の
内
容
・
控
除
額
】

・�

同
居
者
、
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親

族　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
38
万
円

・
特
定
扶
養
親
族　
　
　
　
１
人
25
万
円

・�

老
人
扶
養
親
族
、
老
人
控
除
対
象
配
偶

者　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
10
万
円

・
寡
婦
ま
た
は
寡
夫　
　
　
　
　
27
万
円

・
障
が
い
者　
　
　
　
　
　
１
人
27
万
円

・
特
別
障
が
い
者　
　
　
　
１
人
40
万
円

▼
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
▼
入
居

申
込
者
や
同
居
予
定
の
親
族
な
ど
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
平
成
30
年
度
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
▼

住
宅
状
況
申
告
書
▼
住
民
票
謄
本
ま
た
は

戸
籍
謄
本
（
同
居
予
定
者
全
員
が
記
載
さ

れ
、
続
柄
が
分
か
る
も
の
）
▼
平
成
30
年

度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

（
16
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
同
居

予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）（
※
源

泉
徴
収
票
不
可
）（
※
平
成
30
年
度
市
県

民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
は
、
平

成
30
年
1
月
1
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
町

村
で
発
行
さ
れ
る
書
類
で
す
。
市
町
村
で

発
行
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
）
▼
未
納
が
な
い
証
明
書
（
16
歳
以

上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
同
居
予
定
者
全

員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）
▼
そ
の
他
証
明
書

（
婚
約
証
明
書
、
障
が
い
者
手
帳
の
写
し

な
ど
）

申
込
方
法　
必
要
書
類
な
ど
完
備
の
上
、

都
市
整
備
課
住
宅
係
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
２
月
１
日
㈮
よ
り
住

宅
係
で
配
布
し
ま
す
。郵
送
の
場
合
は「
簡

易
書
留
」郵
便
で
期
限
内
必
着
と
し
ま
す
。

　
申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽
の
申

告
が
あ
っ
た
場
合
、
申
し
込
み
は
無
効
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
平
成

30
年
度
中
に
補
充
入
居
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
で
申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
は
、

新
た
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
住

宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

　
子
育
て
中
の
親
子
が
安
心
し
て
立
ち
寄

る
こ
と
の
で
き
る
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
に

登
録
す
る
施
設
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
の
要
件　
▼
市
内
の
施
設
で
あ
る
こ

と
▼
お
む
つ
替
え
用
の
設
備
、
授
乳
で
き

る
設
備
、
ト
イ
レ
内
で
の
ベ
ビ
ー
キ
ー
プ

な
ど
の
設
備
が
あ
る
こ
と
▼
定
期
的
に
清

掃
す
る
こ
と
▼
利
用
料
は
無
料
、
な
ど

申
請
方
法　
子
育
て
支
援
課
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
登
録
申
請

書
を
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
子
育
て
支
援
課

　
☎（
25
）７
２
１
４

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

登
録
施
設
募
集

募
集

浄
化
槽
法
定
検
査（
11
条
検
査
）

を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
の
定
期
的
な
維
持
管
理
に
は
、

保
守
点
検
・
清
掃
・
11
条
検
査
が
あ
り
ま

す
。
特
に
11
条
検
査
は
法
律
で
年
１
回
の

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
本
市
が

管
理
し
て
い
る
浄
化
槽
は
毎
年
検
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
川
や
海
を
汚
さ
な
い
た
め
に

も
、
個
人
で
浄
化
槽
を
管
理
し
て
い
る
人

は
、
必
ず
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
菊
池
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
☎（
25
）４
１
３
５

　子育てに関する正しい情報や、保護者のニーズに応じ
た地域の子育て、イベント情報を提供します。また、複雑
な予防接種の管理や子どもの成長記録を家族で共有す
ることもできます。ぜひ登録してください。

成長記録のグラフ化や写真の共有化ができます
  身長や体重の情報やグラフ、
写真は家族間で共有できます。

問い合わせ先　健康推進課健康推進係 ☎（25）721９

利用開始日：1月10日㈭

母子手帳アプリ母子モ
「きくちっこ」の提供を開始！

浄
化
槽
の
設
置
申
請
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す

　
市
で
は
申
請
者
か
ら
負
担
金
と
月
々
の

使
用
料
を
い
た
だ
き
、
市
が
浄
化
槽
本
体

を
設
置
・
維
持
管
理
を
行
う
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
申
請
か
ら
浄
化
槽
設
置
工
事

の
着
工
ま
で
２
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
内
工
事
受
付
期
限　
1
月
31
日
㈭

※
2
月
1
日
以
降
の
申
請
分
は
平
成
31
年

度
の
工
事
と
な
り
ま
す
。

問�

下
水
道
課
工
務
係　
☎（
25
）７
２
４
４

教
育
資
金
を「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入

学･

在
学
す
る
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　
子
ど
も
一
人
当
た
り
３
５
０
万

円
以
内

金　
利　
年
１・
７
8
％　

※
母
子
家
庭

の
人
な
ど
は
年
１・３
8
％

対　
象　
入
学
金
、授
業
料
、ア
パ
ー
ト
、

マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
敷
金
や
家
賃
な
ど

返
済
期
間　
15
年
以
内　
※
母
子
家
庭
の

人
な
ど
は
18
年
以
内

返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー

ナ
ス
時
増
額
返
済
な
ど
も
可
能
）

　
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検
索
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎  

０
５
７
０（
０
０
８
）６
５
6　

猫
用
の
捕
獲
器
を
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す

　

菊
池
地
域
動
物
愛
護
推
進
協
議
会
へ
、

猫
用
の
捕
獲
器
９
台（
菊
池
保
健
所
１
台
、

菊
池
市
、
合
志
市
、
菊
陽
町
、
大
津
町
各

２
台
）
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
所
有
者
不
明
の
猫
の
避

妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
、
元
の
生
活
場
所

に
戻
す
人
へ
、
捕
獲
器
の
貸
し
出
し
を
行

い
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
環
境
課　

☎（
25
）７
２
１
７

最適な予防接種日を自動表示します
　出生日と実際の接種日に応じて自動的に算出します。接種予
定日が近づくと事前にプッシュ通知でお知らせします。

地域の情報を受け取れます
　市の読み聞かせイベントなど、育児・生活情報が届きます。近
隣の子育て支援施設や病院の検索も可能です。

募
集
職
種
・
採
用
予
定
者
数

介
護
福
祉
士　
　
　
　
　
　
　
２
人
程
度

業
務
内
容　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま

ご
め
荘
で
の
入
所
者
お
よ
び
利
用
者
へ
の

介
護
業
務
全
般

期　
間　
４
月
１
日
㈪
～
２
０
２
０
年
３

月
31
日
㈫

受
験
資
格

▼
平
成
30
年
11
月
末
現
在
で
、
社
会
福
祉

施
設
、
病
院
な
ど
で
の
職
務
経
験
年
数
が

通
算
３
年
以
上
あ
る
こ
と

▼
職
務
経
験
年
数
は
、
社
会
福
祉
施
設
、

病
院
な
ど
で
、
１
週
間
当
た
り
の
所
定
労

働
時
間
に
つ
い
て
29
時
間
以
上
従
事
し
た

期
間
、
か
つ
１
年
以
上
継
続
し
て
就
業
し

て
い
た
期
間
が
該
当
す
る
（
産
前
産
後
休

暇
期
間
は
含
み
、
育
児
休
業
な
ど
の
休
業

期
間
は
除
く
）
▼
該
当
す
る
職
務
経
験
が

複
数
あ
る
場
合
は
、
期
間
を
通
算
で
き
る

受
付
期
限　
１
月
25
日
㈮

※
㈯
㈰
㈷
除
く　
当
日
消
印
有
効

試
験
内
容
・
日
時

▼
一
次　
書
類
選
考

　
２
月
初
旬
に
結
果
を
文
書
で
通
知

▼
二
次　
２
月
８
日
㈮　
　

　
２
月
下
旬
に
結
果
を
文
書
で
通
知

申
込
方
法　
つ
ま
ご
め
荘
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
〒
８
６
１
‐
１
３
０
３　
菊
池
市
今

58
番
地　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご

め
荘　
☎（
25
）１
６
０
０

菊
池
市
任
期
付
職
員
の
募
集

 ダウンロードは
　　こちら↓

動画で使い方をチェック！
　YouTubeで使い方を紹介して
います。詳しくは「母子モ」で検索！

 YouTubeは
　　こちら↓
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用を記載していないものは基本的に無料です。
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス番号　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

講
演
・
講
習

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
講
演
会

　
戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る

た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（
八
代
市
新
町
5
‐
20
）

そ
の
他　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
都
市
整
備
課
建
築
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

新
春
講
演
会
（
無
料
）

と　
き　
１
月
８
日
㈫

　
　
　
　
午
後
４
時
～
５
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
笹
乃
家　

講　
師　
多た

久く

善よ
し

郎お

氏

演　
題　

｢

徳
は
弧
に
な
ら
ず｣

～
日
本

で
最
も
愛
さ
れ
た
男 

西
郷
隆
盛
～

賀
詞
交
歓
会

と　
き　
１
月
８
日
㈫

　
　
　
　
午
後
６
時
～
８
時

と
こ
ろ　
菊
池
笹
乃
家

負
担
金　
３
千
円

問
菊
池
市
商
工
会　
☎（
25
）１
１
３
１

菊
池
市
商
工
会

新
春
講
演
会・賀
詞
交
歓
会

　
い
つ
ま
で
も
素
敵
に
輝
く
女
性
で
あ
る

た
め
に
、
し
な
や
か
な
体
作
り
と
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
。
託
児
あ
り
。

と　
き　
２
月
14
日
㈭　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中

央
公
民
館
多
目
的
研
修
室

�

講　
師　
渡わ

た

邉な
べ

ゆ
か
り
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
、
ア
ク
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対　
象　
市
内
に
在
住
か
勤
務
す
る
女
性

定　
員　
20
人

託　
児　
１
歳
以
上
未
就
学
児
（
申
込
期

限
：
2
月
７
日
㈭
）

申
込
方
法　
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ

ク
ス
、
郵
便
も
し
く
は
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
託
児
を
申
し
込
む
人
は
子
ど
も

の
氏
名
、
年
齢
、
保
護
者
の
連
絡
先
も
あ

わ
せ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０　
Ⓕ（
25
）５
７
２
０

　
Ⓜdanjo@

city.kikushi.lg.jp

　
市
で
は
安
心
・
安
全
な
農
林
畜
産
物
を

生
産
供
給
す
る
た
め
の
栽
培
基
準
（
菊
池

基
準
）
を
定
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
地
域

の
確
立
や
農
林
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
菊
池
基
準
を
満
た
し
た

農
産
物
は
、
菊
池
市
公
式
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
「
き
く
ち
ま
る
ご
と
市
場
」

で
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類
を

農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他　
菊
池
基
準
の
一
覧
表
や
登
録
に

必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
●申
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
☎（
25
）７
２
6
６

「
環
境
王
国
菊
池
農
業
生
産
基

準
」に
登
録
し
ま
せ
ん
か

県
立
高
等
技
術
専
門
校

平
成
31
年
度
４
月
入
校
生
募
集

募
集
科
・
訓
練
期
間
・
定
員

▼
電
気
配
管
シ
ス
テ
ム
科　
２
年　
若
干

▼
総
合
建
築
科　
　
　
　
　
２
年　
若
干

応
募
資
格　
公
共
職
業
安
定
書
で
求
職
中

ま
た
は
求
職
予
定
の
人
。
高
卒
以
上
ま
た

は
３
月
に
高
卒
見
込
の
人
。
総
合
建
築
科

は
中
卒
以
上
の
人

受
付
期
間　
１
月
４
日
㈮
～
25
日
㈮

試
験
日　
２
月
８
日
㈮

そ
の
他　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

試
験
の
種
類　
甲
種
・
乙
種
第
１
類
～
第

６
類
・
丙
種

試
験
日　
２
月
10
日
㈰

試
験
地　
熊
本
市

受
付
期
間　

▼�

書
面
申
請　
１
月
4
日
㈮
～
11
日
㈮
※

㈯
㈰
を
除
く

▼�

電
子
申
請　
１
月
1
日
㈫
午
前
９
時
～

8
日
㈫
午
後
５
時

※�

詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

願
書
配
置
場
所　
（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防

局
、
県
内
各
消
防
本
部
、
県
総
務
部
市
町

村
・
税
務
局
消
防
保
安
課

問
●申（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

危
険
物
取
扱
者
試
験

２
０
１
９・２
０
年
度

指
名
願
い（
菊
池
市
受
付
）

　

市
が
２
０
１
９・
２
０
年
度
に
行
う
建

設
工
事
、
測
量・建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

物
品
・
役
務
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

事
業
者
の
指
名
願
い
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

❶
市
内
業
者　
１
月
21
日
㈪
～
31
日
㈭

❷
市
外
業
者　
２
月
４
日
㈪
～
21
日
㈭

※
い
ず
れ
も
㈯
㈰
㈷
を
除
く

　
必
要
事
項
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問
●申
契
約
検
査
課　
☎（
25
）２
０
１
６

２
０
１
９・２
０
年
度
指
名
願
い

（
菊
池
広
域
連
合
受
付
）

　

菊
池
広
域
連
合
が
２
０
１
９・
２
０
年

度
に
行
う
建
設
工
事
、委
託
業
務
、物
品・

役
務
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者

の
指
名
願
い
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

　
必
要
事
項
な
ど
詳
し
く
は
菊
池
広
域
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問
●申
菊
池
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課　

　
☎（
38
）０
１
７
１

　
Ⓗhttp://w

w
w

.kikuchi-kr.jp

　
市
有
財
産
（
土
地
）
を
一
般
競
争
入
札

で
公
売
し
ま
す
。

市
有
財
産（
土
地
）を

公
売
し
ま
す

売
却
物
件　
１
号
物
件　
菊
池
市
七
城
町

林
原
字
半
手
平
４
２
５
番
１　

宅
地　

１
１
４
１
・
12
平
方
㍍　
※
都
市
計
画
区

域
外
で
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
該
当
し
て

い
ま
す
。

最
低
売
却
予
定
価
格　
４
１
１
万
円

受
付
期
間　
１
月
15
日
㈫
～
２
月
14
日
㈭

※
㈯
㈰
㈷
除
く

受
付
場
所　
市
本
庁
舎
２
階
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
課

そ
の
他　
申
込
方
法
や
入
札
参
加
資
格
な

ど
は
、
1
月
15
日
㈫
以
降
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
に
あ
る

実
施
要
領
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
●申
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

　
☎（
25
）７
２
０
５

　
公
園
な
ど
の
緑
化
活
動
を
行
う
地
域
住

民
団
体
な
ど
を
対
象
に
、
花
の
種
子
や
球

根
を
支
給
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
地
域
を
花

い
っ
ぱ
い
に
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
限　
１
月
15
日
㈫

対　
象　
▼
地
域
の
住
民
団
体（
老
人
会
、

婦
人
会
、
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
任
意
の

住
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
）
▼
学
校
（
課
外
活

動
に
限
る
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
道
路
、
公
園
、

公
民
館
、
学
校
な
ど
の
公
共
用
地
で
行
う

緑
化
活
動
が
対
象
で
す
。
花
の
種
類
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

花
の
苗
や
球
根
を
支
給
し
ま
す

本
県
支
部

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

相
談一人

で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま

す
。
要
予
約
。

と　
き　
１
月
22
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
1
月
22
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
1
月
23
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

と　
き　
1
月
25
日
㈮
～
31
日
㈭

　
　
　
　
～
午
後
８
時

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

と　
き　
２
月
９
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中

央
公
民
館
小
研
修
室
２

相
談
内
容　
登
記
、
遺
言
、
相
続
人
、
遺

産
、
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
な
ど

相
続
登
記
相
談
会

「
心
と
身
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講

座
」参
加
者
募
集

　
竹
灯
籠
の
ほ
の
か
な
明
か
り
が
街
を
幻

想
的
に
彩
る「
ほ
の
宵
ま
つ
り
」の
制
作・

作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
簡

単
に
で
き
る
作
業
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ほ
の
宵
ま
つ
り
期
間
中
の

点
火
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

と　
き
（
予
定
）　
１
、２
月
の
日
曜
日

「
ほ
の
宵
ま
つ
り
」

つ
く
り
び
と
募
集

と
こ
ろ
（
予
定
）　
七
城
リ
バ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
、
道
の
駅
旭
志
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
※
詳
細
な
作
業
日
、
時
間
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ほ
の
宵
ま
つ
り
開
催
日　
３
月
23
日
㈯
、

24
日
㈰
、
30
日
㈯

、
31
日
㈰

問
●申
ほ
の
宵
ま
つ

り
実
行
委
員
会

（
菊
池
観
光
協
会
内
）

　
☎（
25
）０
５
１
３

問
司
法
書
士　
木き

村む
ら

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

　
☎（
25
）２
４
３
８

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
2
階
相
談
室
22

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地
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新
米
マ
マ
の
子
育
て

お
し
ゃ
べ
り
講
座

　
新
米
マ
マ
同
士
で
気
軽
に
話
が
で
き
ま

す
。
親
子
の
絆
づ
く
り
と
友
だ
ち
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
２
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
・
20
日

㈬
・
27
日
㈬
（
毎
週
㈬
連
続
４
回
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
2
階
中
央

公
民
館
和
室

対　
象　
生
後
２
～
５
カ
月
（
２
月
６
日

現
在
）
の
乳
児
（
第
１
子
）
と
そ
の
母
親

参
加
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
8
6
4

円
が
必
要
で
す
）

定　
員　
母
子
14
組
（
先
着
順
）

問
●申
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）7
2
1
4

わ
く
わ
く
！

パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
17

　
子
ど
も
た
ち
が
体
験
や
も
の
づ
く
り
を

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
操
作

や
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
作
り
な
ど
、
26
種
類

の
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
一
日
中
楽
し
め
ま
す
。

と　
き　
１
月
26
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８
‐
９
）

参
加
方
法　
当
日
受
付
（
事
前
申
込
が
必

要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
）　

参
加
費　

ブ
ー
ス
に
よ
っ
て
材
料
費

（
１
０
０
円
程
度
）
が
必
要
で
す
。

問
●申
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
５
５
）４
３
１
２

　
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
に
つ
い
て
、

熊
本
に
い
な
が
ら
最
先
端
の
情
報
が
得
ら

れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
15
日
㈮

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
（
熊
本
市
中

央
区
上
通
町
２
‐
１
）

申
込
方
法　
熊
本
県
立
大
学
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
熊
本
県

立
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

問
●申
熊
本
県
立
大
学
企
画
調
整
室

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）２
９
２
９

ど
ん
ぐ
り
ペ
イ
ン
ト
＆

ブ
ロ
ー
チ
作
り

と　
き　
２
月
16
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
エ
コ
ア
く
ま
も
と
（
南
関
町
下

坂
４
７
７
１
‐
３
）

対
象
・
定
員　
❶
ど
ん
ぐ
り
ペ
イ
ン
ト
：

幼
児
・
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
30
組　

❷
ど
ん
ぐ
り
ブ
ロ
ー
チ
：
中
学
生
以
上
10

人
（
❶
❷
と
も
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
期
限　
2
月
６
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
参
加
者
の
住
所
、
氏

名
、学
年（
年
齢
）を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
（
公
財
）
熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団

　
☎
０
９
６
８（
53
）８
５
０
０

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

　
個
人
間
で
も
の
を
共
有
し
利
用
す
る
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不
特
定
多
数
の
人
か
ら

資
金
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

会
社
以
外
の
場
所
で
仕
事
を
行
う
テ
レ
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
市
内

在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
が
対
象
で
す
。

と　
き　
１
月
13
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
８
時
45
分
～

と
こ
ろ　
旧
水
源
北
小
学
校
跡

内　
容　
ど
ん
ど
や
体
験
、
焼
き
芋
や
焼

き
餅
体
験
、
郷
土
料
理
の
ふ
る
ま
い
な
ど

参
加
費　
５
０
０
円(

保
険
代
含
む
）

定　
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
１
月
９
日
㈬
午
後
５
時

※
12
月
28
日
㈮
～
１
月
３
日
㈭
は
除
く

申
込
方
法　
電
話

問
●申
熊
本
県
立
菊
池
少
年
自
然
の
家　

　
☎（
27
）０
０
６
６

菊
池
少
年
自
然
の
家
企
画
事
業

水
迫
地
区　
新
春
ど
ん
ど
や

　
寄
せ
植
え
と
は
、
一
つ
の
鉢
に
複
数
の

植
物
を
植
え
る
こ
と
で
す
。｢

お
花
を
育

て
た
い
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
し
て
み
た
い

け
ど
何
か
ら
始
め
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い

｣
と
い
う
人
の
た
め
に
、
実
践
を
交
え
な

が
ら
教
え
ま
す
。

昼
の
部

と　
き　
２
月
13
日
㈬　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

夜
の
部

と　
き　
２
月
21
日
㈭　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中

央
公
民
館
工
作
室

対　
象　
市
内
在
住
か
勤
務
し
て
い
る
人

定　
員　
各
コ
ー
ス
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
コ
ー
ス
２
千
円
（
材
料
費
）

講　
師　
檜ひ

枝え
だ

未み

歩ほ

さ
ん
（
宮
村
明
花
園

グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込
方
法　
電
話
も
し
く
は
メ
ー
ル

申
込
期
限　
１
月
31
日
㈭

問
●申
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

　
Ⓜtoshiseibi@

city.kikuchi.lg.jp

寄
せ
植
え
講
習
会

定
期
救
命
講
習（
普
通・上
級
）

　
突
然
の
け
が
や
病
気
な
ど
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
応
急

手
当
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
普
通
救
命
講
習

▼
と
き
・
と
こ
ろ

・
1
月
12
日
㈯　
西
消
防
署

・
１
月
31
日
㈭　
北
消
防
署

・
２
月
18
日
㈪　
西
消
防
署

・
３
月
14
日
㈭　
北
消
防
署

▼
講
習
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

定
期
上
級
救
命
講
習

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
28
日
㈭　
西
消
防
署

▼
講
習
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
い
ず
れ
も
定
員
は
30
人

�

問
●申
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課
救

急
係　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
９

イ
ベ
ン
ト

１
月
の
内
容

10
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

17
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

24
日
㈭　
鬼
の
面
作
り

31
日
㈭　
豆
ま
き

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
２
０
０
円
。

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

ボランティア
スタッフ
募集中！ 

 　6４回目を迎える「熊日菊池桜マラソン大会」。今年は
「201９ くまファンラン」を前日に開催します。会場では菊
池のグルメが堪能できる「何でもよかもん市」も開催！

「くまファンラン」の詳細は、広報きくち2月号や今後開設
される「くまファンランホームページ」をご覧ください。

■申込方法

■申込期限
■参 加 費

【問い合わせ先】
 熊日菊池桜マラソン大会事務局

（社会体育課内）   ☎（25）7234

3月３１日㈰　※少雨決行

菊池市ふるさと創生市民広場

▶受付：午前８時～９時  ▶開会：午前９時10分
▶スタート：午前９時30分（各コース順次スタート）

■と　き

■ところ

①郵便振替による申し込み
　申込書に必要事項を記入し、参加料
を添えてお近くの郵便局からお申し込
みください。別途、振込手数料をご負
担願います。大会事務局までお電話
いただければ振込用紙を送付します。
②インターネットによる申し込み
▶熊日菊池桜マラソン
 ユニバーサルフィールド
http://universal-field.com/
event/kikuchi-marathon/

２月15日㈮ 当日消印有効
▶高校生以上　4,000円
▶小・中 学 生　1,500円
　（保険料、昼食料含む）

熊日菊池桜マラソン大会

2019 KUMA FUN RUN

参加者募集！

第64回

↑桜マラソン大会
  公式HP

  QRコード

今
さ
ら
聞
け
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
の
心
得
～
新
聞
超
活
用
術
～

　
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
次
々
と
変
化
し
て
い

く
現
代
社
会
。
時
代
に
的
確
に
対
応
す
る

力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
新
聞
活
用
術
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
２
月
13
日
㈬　

　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中

央
公
民
館
中
研
修
室

講　
師　
高た

か

橋は
し

淳あ
つ

夫お

さ
ん
（
読
売
新
聞
西

部
本
社「
新
聞
の
ち
か
ら
」委
員
会
講
師
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、
参
加
者
の
所
属
、
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
１
月
31
日
㈭　

問
●申
中
央
図
書
館

　
☎（
25
）１
１
１
１

　
Ⓕ（
25
）１
１
１
２

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
グ
ロ
ー
カ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
事

務
局　
村む

ら

上か
み　

　
☎
０
９
０（
４
９
０
０
）４
８
４
１

Ⓜglocal_village@
youbito.com

日 時　間 勉　強　会 ところ 申込
期限 定　員

１
月
25
日
㈮

午前11時～
正午

シェアリングエコノミー
勉強会 生涯学習セ

ン タ ー2階
中央公民館
大研修室

１
月
18
日
㈮

各50人午後1時30分～
2時30分

クラウドファンディング
初心者向け勉強会

午後3時～5時 クラウドファンディング
実践勉強会

２
月
８
日
㈮

午前9時30分～
午後3時30分 テレワーク勉強会 生涯学習セ

ンター２階
中央公民館
視聴覚室

１
月
31
日
㈭

10人

午後4時～5時 シェアリングエコノミー
勉強会 20人

勉強会の開催日時と場所、定員など

高橋淳夫さん

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
勉
強
会

熊
本
県
立
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
経
済
協
力｣
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　懐かしい唱歌から歌謡曲まで、みんなで一緒に歌いま
せんか？心も体も元気になります♪
と　き　１月27日㈰　午前10時～
ところ　生涯学習センター2階中央公民館大研修室
料　金　500円（お茶付き）
定　員　70人
予約受付　１月７日㈪から
問●申オープンスペース　ココカラ
☎0968(36）9131（平日午前10時～午後5時）

NPO法人きくち櫻会主催　第3回歌ごえ喫茶

　コメダ珈琲店熊本菊池店の駐車場で朝市を開催します。
新鮮な菊池産の野菜や菊池米、その他加工品などたくさ
んの品物が出品されます。ぜひお越しください！
と　き　１月27日㈰  午前7時30分～正午
ところ　コメダ珈琲店熊本
　　　　菊池店の駐車場
出展者　菊池観光物産館他
問コメダ珈琲店熊本菊池店　
　亀

かめ

崎
ざき

☎0968（24）7060

第３回 コメダde朝市  ー菊池の特産物編ー

　ソフトボールを楽しんでみませんか！
と　き　1月27日㈰　午前9時30分～午後3時
ところ　菊池公園多目的グラウンド　参加費　無料

（雨天時：菊池市泗水体育館※体育館シューズ持参）
対　象　小・中学生、各地区の子ども会（初心者大歓迎）
講　師　佐

さ

藤
と う

理
り

恵
え

氏（現東京女子体育大学ソフトボール
部監督、2008北京オリンピック金メダリスト）
申　込　1月18日㈮までに申込書を提出
問●申熊本県ソフトボール協会　嶋

しま

崎
さき

☎090（3660）2260

子どものためのソフトボールのつどい
参加者募集

　フォークデュオワルツ、活動14年目。私たちの音楽を
愛し、応援してくださる方々へ感謝をこめて菊池市文化
会館でコンサートを行います！ゲストには、琵琶湖を見渡
す滋賀県ブルーベリーフィールズ紀伊國屋の岩

いわ

田
た

康
やす

子
こ

さんをお迎えします。
と　き　２月９日㈯　午後３時～6時
ところ　菊池市文化会館小ホール
料　金　2,000円　　定　員　200人
問●申村

むら

山
やま

　☎090（7397）4731

フォークデュオワルツコンサート
ブルーベリーの実る丘から

　クラシカルな曲から耳馴染みの曲、また、小さなお子
さまからご年配の方まで、幅広く楽しんでいただけるス
テージをご用意しております。ご来場お待ちしています。
と　き　１月27日㈰　午後1時30分開場　２時開演
ところ　菊池市文化会館大ホール
入場料　無料
合同演奏出演　菊池高校、菊池南中学校、七城中学校、
泗水中学校　各吹奏楽部
問菊池市民吹奏楽団ファミリーコンサート実行委員会
　日

ひ

高
だか

　☎090（7446）2990 

菊池市民吹奏楽団　定期演奏会
ファミリーコンサート2019

※�市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報で
はありません。ご不明な点などありましたら各問い合わせ
先へご連絡ください。

※�投稿は随時募集しています。詳しくは市長公室広報交流係
までお問い合わせください。

　☎0968（25）７２５２　 Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

　弾くを楽しみ、聴くを味わうグループピアノレッスン。
熟年層のための少人数（３～５人）でのレッスンです。オ
リジナル教材を使用し初心者でも憧れのクラシックの名
曲を楽しめます！音楽が大好きな仲間作りができますよ！
まずは体験会にお越しください。
と　き　１月21日㈪　午前11時30分～（60分）
ところ　旭志新明1595
参加料　1,000円
問●申藤

ふじ

井
い

　☎080（1730）6232

グループピアノレッスン体験者募集♪

　空き家の管理でお困りの方、これから自宅や実家が空
き家になりそうな方、事前にできる対策や今からできる
解決策をご紹介します。
と　き　２月16日㈯  午前10時～（90分程度）
ところ　生涯学習センター２階中央公民館視聴覚室
参加費　無料
申込方法　電話（「空き家セミ
ナー予約」とお伝えください）
問●申コーエイ株式会社　岩

いわ

下
した

☎0968（23）7100

第４回　空き家対策セミナー

　室内にマットを敷き、縦10ｍ×横３ｍのコートの中央
に高さ50ｃｍのネットを張り、ソフトテニスの要領で打
ち合います。雨や日焼けも気にせず、運動不足解消に
最適です。男女、年齢を問わず楽しくプレーできるスポー
ツです。ぜひ体験してみませんか。
と　き　毎週㈪　午後８時～10時
ところ　城北体育館（山鹿市菊鹿町）
参加者　100円（初回体験無料）
指　導　坂

さか

本
もと

・野
の

中
なか

問宮
みや

武
たけ

　☎090（8620）1364

バウンドテニス参加者募集

菊池の情報発信

公式フェイスブック「癒しの里 菊池」

公式YouTubeチャンネル「癒しの里 菊池 Kikuchi city」

きくち防災・行政ナビ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）

公式ツイッター「@Kikuchi_city」

公式インスタグラム「kikuchicity」

マチイロ（スマートフォン専用アプリ）

市民の暮らしに必要な情報を掲載してい
る行政サイトと、菊池の魅力を発信してい
る観光サイトがあります。

祭りやイベント、旬な情報など、タイムリー
なニュースを紹介しています。

イベントや祭りのほか、プロモーションビ
デオや動画コンテストの作品など、さまざ
まな動画をアップしています。

防災無線や個別受信機からの情報を確認
できます。火災情報や学校からのお知ら
せも配信している無料アプリです。

菊池のイベント情報やニュースを手軽に確
認できます。

絶景だけでなく、街に隠れる意外な見どこ
ろなど、写真で伝えたい菊池の魅力を紹介
しています。

「広報きくち」をいつでもどこでも読むこと
ができる無料アプリです。

※�QRコードの読み取りがうまくできない時は、上下のQRコー
ドを隠して再度読み取ってください。

公式ホームページ  https://www.city.kikuchi.lg.jp/

問い合わせ先　市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

地域おこし協力隊の活動報告会を開催します!
　着任１・２年目の隊員７人が活動報告をします。各隊員がどの
ような仕事をしているかを知る良い機会です。この機会にぜひ
お越しください。
　３年目の隊員の活動報告は３月末に予定しています。

1月11日㈮ 午後６時～８時
中央公民館 大研修室

お問い合わせ　企画振興課 ☎0968（25）7250

と　き
ところ

←フェイスブック QRコード
菊池市  協力隊

vol.22

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

ア
ー
ト
と
歴
史
で
町
お
こ
し

菊
池
で
世
界
が
広
が
り
ま
し
た

に
ぎ
わ
い
創
出
プ
ラ
ン
ナ
ー

橋は
し

本も
と 

眞し
ん

也や

さ
ん

　
平
成
28
年
に
着
任
後
、ま
ず
は
ア
ー
ト

で
菊
池
を
盛
り
上
げ
よ
う
と「
菊
池
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
企
画
し
ま
し
た
。

平
成
28・
29
年
に
旧
龍
門
小
学
校
で
開
催

し
、２
年
合
わ
せ
て
１
万
人
近
く
の
来
場

者
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今

年
は
会
場
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
変

更
し
、５
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
に
開
催
し

ま
す
。新
た
な
楽
し
い
企
画
も
予
定
し
て

い
る
の
で
、ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、油
絵
と
歴
史
が
好
き
な
の
で
、

菊
池
一
族
で
栄
え
た
時
代
を
イ
ラ
ス
ト

で
表
現
し
て
い
ま
す
。城
下
町
の
場
面
や

菊
池
川
を
中
心
と
し
た
情
景
な
ど
、約
50

枚
を
自
身
の
調
査
と
郷
土
史
研
究
家
の

監
修
の
も
と
、可
能
な
限
り
忠
実
に
再
現
。

昨
年
の
11
月
に
は
キ
ク
ロ
ス
で
展
示
し
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発
表
し

て
い
き
ま
す
。九
州
最
大
の
文
化
都
市
と

し
て
輝
い
た
菊
池
の
歴
史
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
い
、誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
く

て
制
作
し
ま
し
た
。

　
協
力
隊
は
３
月
末
で
卒
業
で
す
。菊
池

に
残
り
、ア
ー
ト
と
雑
貨
の
店
を
開
く
予

定
で
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、現
在
12
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

各
自
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

泗水中学校

七城中学校

進教育を地域に発表先 11月13日

参観者は「ＩＣＴを使った授業はメリハリがあり、生徒が積極的に学
習していた」と話しました

　情報通信技術を使って教育する「ＩＣＴ教育推進モ
デル校」として研究発表会を開催し、100人以上の
参観者を迎えました。基礎が分かる授業づくりや家
庭学習マニュアルの作成、コミュニケーション力を
高める教育活動の工夫など、実践を紹介。保健体
育、理科、英語の３教科では授業を公開しました。

じめ防止のためできることい 11月19日

自作のポスターで取り組みを
説明しました

公開授業では意見を出し合い
ました

　「子どもたちによるいじめ防止推進事業」の研究
発表会を、七城小と合同で実施。公開授業のほか、
ポスターセッションでは生徒が自作資料を説明し、「心
つながるプロジェクト」と題して取り組んだ成果も
発表しました。参加した生徒は「七城小との連携も
深まった。つながりを大切にしたい」と話しました。

　仕事について考えるキャリア教育の一環として、
建築関係の人たちとの交流会を実施。新校舎を増
築中の菊之池小では、設計、建築、電気、水道、大
工、塗装といった各分野の人を招き、仕事について
話してもらいました。児童からはさまざまな質問が
飛び交い、充実した時間を過ごしていました。

11月27日

専門家が集合。仕事の話に児
童は引き込まれました

自身の仕事について分かりや
すく説明してもらいました

築現場で働く人と交流会建
菊之池小学校

　２日の鍛錬遠足では全学年が１日かけて各コース
を踏破。17日の校内持久走大会では、自分の記録
更新に挑戦しました。25日は菊池ロータリー小学
生駅伝大会。学校代表として出場した「オールわい
ふボーイズ」（５・６年男子）、「オール隈府ガールズ」（５・
６年女子）が見事にアベック優勝を果たしました。

11月２・17・25日

菊池ロータリー小学生駅伝大
会では男女がアベック優勝

２年生の持久走大会では、最後
まで頑張り全員が完走しました

も心もたくましく体
隈府小学校

　笑育の授業の一環で6年生による漫才発表会が
行われました。児童はコンビやトリオを組み、４回の
授業で漫才を作成。コンビ名「林

はやし

」の稲
い な

葉
ば

煌
き ら

莉
り

さん
（高柳）は「初めは緊張したけれど、ネタを進めるう
ちに笑ってくれたので自信を持って披露できた。人
前で発表することの大切さを学んだ」と話しました。

10月26日

プロの芸人のアドバイスを受
ける児童たち

他学年の児童や保護者、地域
の人たちにネタを披露しました

育で漫才発表会笑
旭志小学校

vol.53

市内３高校の魅力を伝えます！

　

９
月
か
ら
開
催
さ
れ
た
九
州
地
区
高
等

学
校
野
球
熊
本
大
会
に
出
場
し
た
野
球
部

は
、
初
戦
か
ら
強
豪
の
九
州
学
院
高
校
と

の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
で
24

点
を
取
り
合
う
乱
打
戦
を
制
し
、
13
ー
11

で
勝
利
。
2
回
戦
も
強
豪
の
千
原
台
高
校

に
終
始
リ
ー
ド
を
許
さ
ず
8
ー
6
で
勝
利

し
、
3
回
戦
の
学
園
大
学
付
属
高
校
に
も

9
ー
7
で
勝
ち
進
み
、
ベ
ス
ト
８
に
進
出

し
ま
し
た
。
準
々
決
勝
で
熊
本
西
高
校
と

対
戦
し
、
惜
し
く
も
2
ー
4
で
敗
退
。

　

し
か
し
、
初
戦
か
ら
強
豪
チ
ー
ム
に
勝

ち
続
け
、
野
球
部
の
存
在
感
を
印
象
づ
け

る
こ
と
が
で
き
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

野
球
部
主
将
の
佐さ

藤と
う

汰た
い

宥ゆ
う

さ
ん
（
２
年

生
）
は
「
チ
ー
ム
全
員
で
戦
え
、
厳
し

い
夏
の
練
習
の
成
果
が
出
て
良
か
っ
た
」

と
大
会
を
振
り
返
り
、「
次
の
大
会
で
は
、

秋
の
大
会
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
さ
ら
に
練

習
に
励
み
ま
す
。
春
の
大
会
そ
し
て
夏
の

大
会
と
菊
高
旋
風
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
今

後
と
野
球
部
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

本
校
で
は
育
友
会
が
中
心
と
な
っ
て

16
・
５
㌶
の
山
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

山
林
か
ら
伐
採
さ
れ
た
材
木
は
、
現
在

の
校
舎
の
床
や
壁
に
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
1
年
生
は
山
林
管
理
の
学

習
や
植
樹
の
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
11
月
5
日
に
自
然
環
境
の
保
全

に
つ
い
て
学
び
、
ク
ラ
ス
対
抗
の
丸
太

切
り
大
会
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
上う

え

野の

颯り
ゅ
う

馬ま

さ
ん
（
１
年
生
）

は
「
今
の
菊
池
高
校
の
校
舎
は
た
く
さ

ん
の
木
が
使
用
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
木

も
先
輩
方
が
植
え
ら
れ
た
木
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
、
校
舎
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林

も
ら
い
、
ボ
ー
ト
競
技
が
盛
り
上
が
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
ま
す
。

の
大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
き
く
ち
秋

ま
つ
り
の
通
し
物
（
市
内
パ
レ
ー
ド
）
に
、

本
校
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
高
校
活
動
委
員

会
も
参
加
。
菊
池
神
社
の
御
神
幸
行
列

や
武
者
行
列
に
続
き
、
横
断
幕
を
掲
げ

チ
ラ
シ
を
配
布
し
な
が
ら
、
来
年
の
夏

に
南
九
州
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
ボ
ー
ト
競
技
は
、

平
成
31
年
8
月
16
日
㈮
～
20
日
㈫
ま
で

菊
池
市
斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
高
校
活
動
委

員
会
は
多
く
の
市
民
に
大
会
を
知
っ
て

丸太切りや植樹などを行いました

初戦の九州学院戦

横断幕やチラシでPRしました

問い合わせ先 ☎0968（25）3175

　

議
会
の
役
割
や
仕
組
み
を
理
解
し
、
政

治
に
参
加
す
る
意
識
を
育
成
す
る
た
め
に
、

12
月
に
開
催
さ
れ
た
菊
池
市
議
会
定
例
会

の
一
般
質
問
を
見
学
し
ま
し
た
。
市
議
会

議
員
か
ら
地
域
の
話
題
や
課
題
な
ど
が
質

問
さ
れ
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
江え

頭が
し
ら

実み
の
る

市

長
や
市
役
所
職
員
が
答
弁
。
実
際
に
見
聞

き
す
る
こ
と
で
、
市
の
方
向
性
や
政
治
・

議
会
の
役
割
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市の PR のために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

　福本八幡宮で秋の例大祭が執り行われました。勇壮な獅
子舞に、華麗な花笠踊りが披露され、地元住民や近隣にあ
る介護老人保健施設の入所者らは大喜び。境内には竹灯り
が並び、華やかな演出が見る者を楽しませました。

境内を舞う２匹の獅子舞。「肥後国史」によると、五穀豊穣や生活安
全を祈願するため、享保元（1716）年より前には行われていたもよう

獅子舞と花笠踊りを奉納
10月20日　福本八幡宮秋の例大祭

　学校と地域のつながりを深めようと、地域住民や保護者
などで立ち上げた読み聞かせグループ「ワンダーぶんこ」が
活動20周年を迎え、泗水東小学校で感謝祭を開催しました。
児童たちは目を輝かせ熱心に聞き入っていました。

内
うち

野
の

さと恵
え

代表は「今後も児童達から、『火曜日はワンダー文庫の日』
と楽しみにしてもらえるよう活動していきたい」と抱負を語りました

読み聞かせでつなぐ地域の絆
10月23日　ワンダーぶんこ20周年感謝祭

　田島菅原神社と田島一区運動公演で開催され、区民など
約200人が参加。神楽の奉納や子ども神輿巡行、田島保育
園児による神楽の舞などが披露されました。地元食材を使っ
たおでんの販売もあり、賑わいを見せていました。

元気な笑顔で子ども神楽を披露する田島保育園の園児

地域の伝統芸能を披露
11月4日　第31回田島一区ふるさと祭り

　菊池市役所で、菊池警察署との「菊池市が保有する『きく
ち防災・行政ナビ』を活用した情報配信に関する協定書」の
調印式が行われました。相互連携を強化し、地域の安心・安
全に関する情報のやりとりをスムーズにすることが目的です。

協定書を持つ猿
さる

渡
わたり

信
のぶ

寛
ひろ

菊池警察署長㊧と江
え

頭
がしら

実
みのる

菊池市長㊨

菊池警察署と協定を締結
10月25日　協定調印式

　菊池たばこ販売協同組合 ( 村
む ら

山
や ま

政
ま さ

義
よ し

組合長 ) が美化作業
を実施しました。同組合が毎年行っているもので、今年は鎗

やり

水
みず

保
やす

行
ゆき

理事（下橋田）ら計13人が参加。七城支所周辺や鴨
川公園付近の道路に落ちているごみを拾いました。

組合の皆さんと楳
うめ

田
だ

邦
くに

昭
あき

七城支所長。鎗水理事は「環境美化のため、
今後もこの作業を続けていきたい」と話しました

七城地区を美化作業
11月7日　菊池たばこ販売協同組合

　㈱九電工菊池営業所が毎年奉仕活動として実施している
もので、今年は街路灯の掃除や点検補修、歩道の掃き掃除
などを実施。佐

さ

藤
とう

堅
けん

之
じ

所長は「2年ぶりの観光客を歓迎し、
菊池渓谷に少しでも恩返ししたい」と語りました。

職員11人で実施。天候の悪い日や夕方に入谷者が安心して散策で
きるように点検、掃除を行いました

菊池渓谷でボランティア作業
10月24日　㈱九電工菊池営業所

　菊池市役所で、（一財）地域活性化センターとの「地方創
生に向けた人材育成に関する連携協定」の調印式が行われ
ました。地方創生を実現できる地域づくりの中核人材を育
成することを目的に締結されたもので、九州では初事例です。

調印書を前に並ぶ椎
しい

川
かわ

忍
しのぶ

地域活性化センター理事長（中央左）と江
え

頭
がしら

実
みのる

菊池市長（中央右）、関係職員の皆さん

地域活性化センターと協定を締結
11月５日　協定調印式

　菊池、七城、旭志、泗水の４会場で開催。ステージでは舞
踊や合唱、民謡、シャンソンなどを実施。展示部門では生け
花、絵画、習字、お茶のお点前も行われました。子どもから
高齢者までみんなが文化活動の成果を披露しました。

お茶のお点前を披露（左）、手芸の作品もずらり（右上）、ステージで
は息の合ったダンスも披露（右下）

１年間の研さんの成果を披露
10月26日～１１月3日　第14回菊池市文化祭

　県建築協会に所属する㈱生田工務店、㈱緒方建設、三和
建設㈱が「公共建築の日」にあわせ市内の公園のトイレを清
掃しました。県建築協会では毎年この時期にボランティア活
動を行っています。

今年は菊池公園、鴨川河畔公園、七城総合グラウンドのトイレの清
掃と点検を実施しました

「建築の日」にボランティア活動
11月９日　公共建築の日

　菊池市商工会青年部泗水支部（坂
さか

﨑
ざき

吉
よし

紘
ひろ

支部長）が、吉富
保育園にブロック玩具を贈呈しました。同支部による寄付は
今年で６回目。坂崎支部長は「子どもたちの笑顔が一人でも
増えればうれしい」と目を細めました。

毎年、しすい孔子公園夏まつりのバザーで得た収益の一部を泗水地
区の幼稚園や保育園、学校から1カ所選んで寄付を続けています

バザーの収益で保育園にプレゼント
10月26日　菊池市商工会青年部泗水支部

　市立旭志体育館でミニバレーボール大会が開催されまし
た。結果は次のとおりです。Aパート優勝：川上・川下 A、B
パート優勝：川下・尾足、Cパート優勝：岩本B、Dパート優勝：
伊坂A、総合優勝(エキシビジョン)：岩本B

保護者と一緒にチームを組んでプレーしたり、先生チームと対戦し
たりするなど、それぞれ楽しくプレーしました

親子ふれあいミニバレーボール大会
11月９日　旭志くらだけ友の会

　龍門ダム湖畔にて50周年記念植樹を実施。昭和44年に
8人の会員により創設されたグループで、現在の会員数は
21人。蒲

か ば

島
し ま

郁
い く

夫
お

県知事や江
え

頭
がしら

実
みのる

菊池市長も招き、植樹後に
は市やまびこ体育館で記念式典も行いました。

東
ひがし

隆
たか

敏
とし

会長（西迫間）（右から３番目）は「森林を活用した新たな取り
組みに挑戦していきたい」と意気込みを語りました

若さを生かした林業の取り組みを
1１月１１日　龍門林業研究グループ50周年
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　10月１８日の「統計の日」を記念して川
かわ

口
ぐち

虎
とら

次
つぐ

さん（村田）、
志

し

水
みず

幸
こう

市
いち

郎
ろう

さん（平）、安
やす

武
たけ

俊
しゅん

右
すけ

さん（伊萩）、梁
やな

池
ち

久
ひさ

芳
よし

さん
（富）、吉

よし

田
だ

秀
ひで

孝
たか

さん（平）、冨
とみ

田
た

健
けん

治
じ

さん（荒牧）、石
いし

口
ぐち

敏
とし

夫
お

（下赤星）さんに農林水産大臣から感謝状が贈られました。

上段左から川口さん、志水さんの妻 美
み

和
わ

さん、安武さん、梁池さん、
下段左から吉田さん、冨田さん、石口さん

市民７人に農林水産大臣から感謝状
11月11日　農業経営統計調査

　齊藤誠さん（桜山三）の育てた黒毛和牛の雌「ゆりひめ号」
がグランドチャンピオンおよび農林水産大臣賞を受賞し、報
告のため市役所を訪れました。和牛登録審査では県の歴代
最高点となる８８．９点が付けられています。

「この牛を県の基礎牛として優良な牛を作っていき、菊池の肉牛を全
国にＰＲしていきたい」と熱く語る齊藤さん㊨

齊
さい

藤
とう

誠
まこと

さんがグランドチャンピオン受賞
11月19日　第41回熊本県畜産共進会

　児童数の増加に伴い増築した校舎の上棟式の後、児童に
伝統文化を体験させようと、しとぎ餅投げを実施しました。
末
すえ

永
なが

知
ち

恵
え

美
み

校長や工事関係者が屋根に上り、下で待ち構え
る６年生に向かって紅白餅やお菓子を投げました。

拾った餅やお菓子を手に笑顔の児童たち。他の学年には当日の給食
に紅白餅を配り、新しい校舎を祝いました

新しい校舎をみんなでお祝い
11月13日　菊之池小学校上棟式

　市企業連絡協議会（山
やま

下
した

和
かず

貴
たか

会長）が、市内高校の発展を
願い、菊池農業高校へ扇風機4台を寄贈しました。この取り
組みは昨年度より実施。協議会は、高校との就職マッチング
やボランティア活動にも積極的に取り組んでいます。

寄贈する山下会長㊨と扇風機を受け取る古
ふる

田
た

陽
よう

一
いち

校長㊧。扇風機
は農業高校の自習室に設置されます

菊池農業高校へ扇風機を寄贈
11月14日　市企業連絡協議会

　第68回“社会を明るくする運動”作文コンテストで、城綜
彌さん（菊池北小6年）が県小学校長会会長賞を受賞しまし
た。本コンテストは、次代を担う小中学生に本運動に対する
理解を深めてもらうことを目的に実施されています。

「作文を通して地域とのつながり、人とのつながりの大切さを感じた。
地域の行事に参加し、伝統を受け継いでいきたい」と語る城さん

城
じょう

綜
そ う

彌
み

さんが県小学校校長会会長賞を受賞
11月16日　社会を明るくする運動

　旭志小学校の4年生40人が、旭志高柳地区を流れる二
鹿来川で水質・水生生物の調査を行いました。児童は石を
ひっくり返し熱心に調査。6月に放流したホタルの幼虫 ( 約
1mm)が、約2cmまで成長していることを確認しました。

「前より大きくなっている。見つけられて良かった」と喜びながら調査
する児童たち

旭志小の子どもたちが現地調査
11月22日　水質・水生生物調査

　竜門ダムエントランス広場を中心に開催。ウォーキングで
は345人の参加者が自然を満喫しました。ふるさとまつりで
はステージやダムのおなか探検などを開催。セリ市は今年
も大盛況で、参加者から盛んに購入金額が叫ばれました。

１_家族で手をつないでゴール　2_セリ市の人気商品である生シイ
タケ。落札した参加者は満足そうな笑顔を見せていました

秋の竜門ダムを満喫しました
11月18日　竜門ダムウォーキング・ふるさとまつり

　約150人のライダーが自慢の自転車で市内を駆け巡りま
した。菊池の自然を楽しんでもらおうと平成27年度から始
まり今年で4回目。エイドステーション（給水所）では旭志牛
やトマト、みかんなど菊池の特産品を振る舞いました。

参加者からは「今年も大満足の内容でした」と高評価。大勢のボラン
ティアの皆さんにもご協力いただきました。ありがとうございました

秋の菊池路を駆け巡る
11月18日　菊池ライド2018

　菊之池小学校グラウンドをメイン会場に菊之池地区で実
施。周辺住民や各種関係機関などから約400人が参加しま
した。防災無線やきくち防災・行政ナビを活用した情報伝達
訓練、避難訓練や消火・救急法の訓練などが行われました。

1_はしご車体験搭乗も実施。2_消防団と区長とで情報を共有。３_
心臓マッサージや救命措置について熱心に学ぶ参加者たち

地域防災力の向上を目指して
11月18日　総合防災訓練

　菊池さわやか大学の11月講座として毎年開催しており今
年度で6回目。中央公民館工作室を会場に48人の受講生と
４４人の生徒が参加し、指先を使うことで脳の活性化も期待
できる、折り紙を使った香り袋作りを一緒に体験しました。

受講生の野
の

口
ぐち

豊
ゆたか

さん（久米二）は「生徒の皆さんに教えてもらい楽し
く作れた。香り袋は車の中に置きたい」と笑顔で話しました

高校生との交流でいきいき笑顔
11月15日　菊池さわやか大学・菊池女子高交流会

1 2

　多発している交通事故を減らし、安全で住みやすい地域
づくりに役立ててもらおうと実施。ＪＡ菊池30周年記念感謝
祭の中で、三

み

角
す み

修
おさむ

代表理事組合長（深川）から菊池地区交通
安全協会へのぼり旗と啓発グッズが寄贈されました。

寄贈を受ける緒
お

方
がた

宣
のぶ

治
はる

会長（内島）㊧。「交通事故防止のため活用さ
せていただきます」と感謝を述べました

交通安全啓発グッズを寄贈
1１月１７日　菊池地域農業協同組合

1 2

3

　市茶業振興会（渡
わた

邉
なべ

明
あき

人
と

会長）が風邪の予防や菊池茶の
PRのため、市内の小中学校にお茶を贈呈しました。同会か
らの贈呈は今年で９回目。渡邉会長は「お茶でうがいして風
邪の予防に役立てて欲しい」と話しました。

菊之池小学校の末
すえ

永
なが

知
ち

恵
え

美
み

校長㊧へお茶の葉を手渡す渡邉会長㊨

お茶の効果で風邪予防
11月16日　市茶業振興会

※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市の PR のために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。
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休日在宅当番医 ※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレ
ホンサービス（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
https://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.57

◆
平
成
最
後
の
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
年
号
が

変
わ
っ
て
も
日
本
全
体
の
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
の
流
れ
は
変
わ
ら
ず
、
地
方
創
生
へ
の

取
り
組
み
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま

す
。「
地
方
創
生
」
と
は
、
地
域
特
有
の
資
源

を
生
か
し
、
知
恵
を
結
集
し
て
自
立
自
走
型
の

経
済
基
盤
を
築
き
、
永
続
性
の
あ
る
地
域
発
展

を
目
指
す
も
の
で
す
。
◆
本
市
の
資
源
と
い
え

ば
、
水
・
温
泉
・
食
、
そ
し
て
歴
史
文
化
。
そ

れ
ぞ
れ
一
級
品
の
レ
ベ
ル
で
す
が
、
必
ず
し
も

十
分
に
活
用
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
足

元
に
眠
る
宝
物
。
こ
れ
ら
を
ど
う
磨
き
上
げ
て
、

経
済
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
重
要
で
す
。
教
育・

福
祉
・
文
化
な
ど
暮
ら
し
の
課
題
は
山
積
み
で

す
が
、
何
を
す
る
に
も
経
済
的
な
基
盤
が
不

可
欠
だ
か
ら
で
す
。
◆
し
か
し
、
何
の
課
題
で

あ
れ
、
そ
れ
を
解
決
す
る
の
は
人
の
知
恵
と
意

思
。
人
財
こ
そ
が
最
大
の
地
域
資
源
と
言
え
ま

す
。
行
政
・
議
会
の
み
な
ら
ず
、
産
業
界
や
市

民
ま
で
地
域
一
体
と
な
っ
て
ど
う
人
財
力
を
結

集
す
る
か
。
そ
し
て
将
来
の
人
財
を
ど
う
育
成

す
る
か
。
こ
の
こ
と
が
地
方
創
生
の
一
番
の
鍵

で
す
。
◆
熊
本
地
震
で
地
域
の
絆
や
支
え
合
い

の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
よ
う
に
、
各
人
が
人
任

せ
で
は
な
く
「
で
き
る
し
こ
」
の
精
神
で
協
力

し
合
え
ば
、
必
ず
や
知
恵
や
力
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
努
力
が
花
開
く
の
は
私
た
ち
の
子
や

孫
の
世
代
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
の

暮
ら
し
も
、
先
祖
や
先
人
の
努
力
の
積
み
重
ね

の
お
か
げ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。「
こ
の
素
晴
ら

し
い
ふ
る
さ
と
を
少
し
で
も
良
い
形
で
次
世
代

に
渡
し
た
い
」
こ
の
素
朴
な
思
い
に
常
に
立
ち

返
り
、
未
来
志
向
で
今
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

人財という宝

1月20日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968(25)2906

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

もとだ歯科医院 菊池市 0968(38)6373

1月27日
㈰

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151

合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745

岩根クリニック（胃・外・消） 菊池市 0968(25)4230

きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968(24)8101

サトウデンタルクリニック 合志市 096（248）7155

栄町薬局 菊池市 0968(23)0086

2月3日
㈰

古荘医院（内・小） 菊池市 0968(25)2046

宮川内科医院（内・循） 合志市 096（248）2155

川口病院（外・内・整） 菊池市 0968(25)2230

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

熊本セントラル病院（歯） 大津町 096（293）0555

2月10日
㈰

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633

隈部医院（内・消・呼・放） 菊池市 0968(25)2851

かとう整形外科光の森（整） 菊陽町 096（349）2255

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

たけうち歯科医院 合志市 096（342）5285

1月1日
㈫㈷

川口病院（内・外・整） 菊池市 0968(25)2230

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968(25)2191

きくち薬局 菊池市 0968(23)6350

1月2日
㈬㈷

川口病院（内・外・整） 菊池市 0968(25)2230

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968(25)2191

岸病院（外） 菊池市 0968(38)2750

1月3日
㈭㈷

川口病院（内・外・整） 菊池市 0968(25)2230

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968(25)2191

岸病院（外） 菊池市 0968(38)2750

1月6日
㈰

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

熊本リハビリテーション病院（整・内・歯） 菊陽町 096（232）3111

きくちハート薬局 菊池市 0968（23）6100

1月13日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

七城木村クリニック（内） 菊池市 0968（26）9555

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387

ほまれ歯科クリニック 菊池市 0968（41）8841

1月14日
㈪㈷

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

松
まつ

﨑
ざき

悠
はる

菜
な

ちゃん（○泗 富の原東） 上
うえ

田
だ

晋
しん

生
せい

くん（○泗 富の原北）
2歳 H29年1月11日生まれ 3歳 H28年1月9日生まれ

高
たか

橋
はし

遥
はる

斗
と

くん（○菊 深川） 山
やま

本
もと

　奏
かな

ちゃん（○菊 野間口）
1歳 H30年1月31日生まれ 3歳 H28年1月27日生まれ

冨
とみ

岡
おか

工
こう

太
た

郎
ろう

くん（○菊 大琳寺） 下
しも

田
だ

紬
つぐ

未
み

ちゃん（○泗 永）
3歳 H28年1月20日生まれ 1歳 H30年1月17日生まれ

田
た

尻
じり

結
ゆう

真
しん

くん（○七 五海） 井
いの

上
うえ

粋
きよ

翔
と

くん（○泗 桜山七）
1歳 H30年1月18日生まれ 1歳 H30年1月9日生まれ

松
まつ

田
だ

亜
あ

優
ゆ

ちゃん（○菊 上赤星）
１歳 H30年1月24日生まれ

小
こ

森
もり

田
だ

桃
とう

志
し

朗
ろう

くん（○泗 田島二）
2歳 H29年1月16日生まれ

永
なが

田
た

奈
な

槻
つき

くん（○泗 高江）
2歳 H29年1月9日生まれ

川
かわ

口
ぐち

侑
ゆう

桂
か

ちゃん（○菊 北原）
1歳 H30年1月18日生まれ

山
やま

田
だ

さくらちゃん（○菊 北原）
1歳 H30年1月6日生まれ

村
むら

上
かみ

幸
に

花
こ

ちゃん（○菊 上町）
2歳 H29年1月20日生まれ

東
ひがし

　大
だい

輔
すけ

くん（○菊 北宮）
2歳 H29年1月6日生まれ

菊
きく

永
なが

凌
り

希
き

くん（○七 間所）
2歳 H29年1月11日生まれ

�「Android」の場合 ⇒Google Playから
　「iPhone」や「iPad」の場合 ⇒App Storeから
　「HP Reveal」と検索してインストールします。

�画面下部中央の をタップして、「 」のマークがあ
る写真にカメラをかざすと動画を見ることができます。

�カメラが起動したら、画面下部中央にある をタッチ
して、チャンネル検索窓に「癒しの里 菊池」と入れて
Followします。

�HP Revealを起動後に表示されるイントロ画面を数回
スワイプし、ログインページまで移動します。ログイン
画面上にある「Skip」をタッチしてください。（アカウン
ト作成が必要な場合があります）

動画の視聴方法
広報写真が動き出す！？

申込期限　誕生月の前月５日
※５日が休日の場合は前日
募集人数　先着24人（毎月）
申込方法　市長公室または各支所の広報
担当まで申し込んでください。ホームペー
ジからも応募できます。

問い合わせ先
市長公室広報交流係
☎0968（25）7252

平成31年2月中に誕生日を迎える
３歳までの子どもの写真を募集し
ています!

ハッピー・バースデーに
写真を掲載しませんか？

応募専用フォーム
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